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1

考
え
る
ち
か
ら

C o n t e n t s

会
長
に
里
見
東
北
大
学
長
を
選
定

　
　
　
平
成
27
年
６
月
15
日
（
月
）、
国
立
大
学
協
会
総
会

を
も
っ
て
、
会
長
及
び
副
会
長
な
ど
役
員
が
交
代
し
ま

し
た
。
新
役
員
の
任
期
は
平
成
29
年
６
月
に
開
催
さ
れ

る
本
協
会
総
会
時
ま
で
で
す
。

　会

　長
（
理
事
）

里
見
進
東
北
大
学
長

副
会
長
（
理
事
）

山
極
壽
一
京
都
大
学
長

永
田
恭
介
筑
波
大
学
長

大
西
隆
豊
橋
技
術
科
学
大
学
長

髙
橋
姿
新
潟
大
学
長

専
務
理
事

山
本
健
慈
和
歌
山
大
学
顧
問
・
名
誉
教
授

常
務
理
事

木
谷
雅
人
国
立
大
学
協
会
事
務
局
長

理
事

山
口
佳
三
北
海
道
大
学
長

和
田
健
夫
小
樽
商
科
大
学
長

澤
田
賢
一
秋
田
大
学
長

五
神
真
東
京
大
学
長

蓼
沼
宏
一
一
橋
大
学
長

山
口
宏
樹
埼
玉
大
学
長

山
崎
光
悦
金
沢
大
学
長

松
尾
清
一
名
古
屋
大
学
長

後
藤
ひ
と
み
愛
知
教
育
大
学
長

古
山
正
雄
京
都
工
芸
繊
維
大
学
長

平
野
俊
夫
大
阪
大
学
長

越
智
光
夫
広
島
大
学
長

岡
正
朗
山
口
大
学
長

田
中
雄
三
鳴
門
教
育
大
学
長

久
保
千
春
九
州
大
学
長

片
峰
茂
長
崎
大
学
長

前
田
芳
實
鹿
児
島
大
学
長

【
特
集
】 

入
試
改
革

Episode 1

筑
波
大
学

「
入
試
改
革
」は
開
学
以
来
の
伝
統
。

多
様
な
選
抜
方
法
で
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
す
る
。

Episode 2

お
茶
の
水
女
子
大
学

新
型
A
O
入
試「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」の
導
入
で

大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
一
石
を
投
じ
る
。

O
pinion

名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

天
野 

浩

発
見
！
国
立
大
学

北
見
工
業
大
学

東
北
大
学

電
気
通
信
大
学

群
馬
大
学

北
陸
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学

神
戸
大
学

山
口
大
学

福
岡
教
育
大
学

今
、学
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奈
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教
育
大
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／
加
後
美
咲
さ
ん

東
京
工
業
大
学
／
松
井
将
器
さ
ん

熊
本
大
学
／
永
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友
さ
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島
根
大
学
／
ポ
リ
レ
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ジ
ャ
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【
特
集
】
入
試
改
革

日
本
の
未
来
を
創
る

入
試
改
革

　
年
初
に
文
部
科
学
大
臣
が
発
表
し
た「
高
大
接
続

改
革
実
行
プ
ラ
ン
」を
受
け
、「
高
大
接
続
シ
ス
テ

ム
改
革
会
議
」に
お
い
て
、
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ

る
新
し
い
２
つ
の
共
通
試
験
や
各
大
学
の
個
別
入
試

改
革
の
具
体
的
制
度
設
計
が
検
討
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
２
０
１
９
年
度
の
新
共
通
試
験
の
実
施
を
視
野

に
、
今
年
半
ば
に
は
中
間
ま
と
め
を
、
年
内
に
は
結

論
を
出
す
と
い
う
、
き
わ
め
て
急
ピ
ッ
チ
の
検
討
と

な
り
ま
す
。
改
革
プ
ラ
ン
の
要
諦
は
、
大
き
く
変
容

す
る
社
会
の
中
で
我
が
国
の
若
者
の
将
来
を
見
据

え
、
高
等
学
校
教
育
改
革
と
大
学
教
育
改
革
及
び
両

者
を
接
続
す
る
入
試
改
革
の
三
位
一
体
に
よ
り
、
知

識
・
技
能
の
み
な
ら
ず
思
考
力
・
判
断
力
・
表
現
力

や
学
修
意
欲
の
涵
養
を
重
視
す
る
教
育
へ
転
換
す
る

点
に
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
入
試
改
革
が
強
調
さ
れ

る
の
は
、
そ
れ
が
三
位
一
体
改
革
の
最
強
の
ド
ラ
イ

ビ
ン
グ
フ
ォ
ー
ス
と
な
り
う
る
か
ら
で
す
。
改
革
プ

ラ
ン
が
完
遂
さ
れ
れ
ば
、
我
が
国
の
教
育
と
国
民
の

意
識
に
根
源
的
変
化
を
も
た
ら
し
ま
す
。
歴
史
的
変

革
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　
国
立
大
学
に
は
、
こ
れ
ま
で
長
年
蓄
積
し
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
基
盤
に
、
拙
速
に
よ
る
社
会
の
混
乱
を

回
避
し
つ
つ
も
、
近
未
来
へ
の
想
像
力
を
駆
使
し
、

受
け
身
で
は
な
く
主
体
的
か
つ
大
胆
に
新
し
い
入
試

の
在
り
方
を
提
案
し
、
今
回
の
大
改
革
に

主
導
的
役
割
を
担
う
責
任
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。長

崎
大
学
長
　
片
峰 

茂

3581113

国 大 協 T O P I C S

地方創生

教育改革

女性の活躍

　国立大学では、高校教育と大学教育の円滑な接続と連携強化を推進するために、
様々な入試改革を行っている。文部科学省「国公私立大学入学者選抜実施状況」に
よれば、国立大学では、法人化以降、推薦入試、AO入試、社会人入試、帰国子女
入試など多様な入試による入学者数が大きく増加している。

（単位：人数）

June 2015
37

下記の内容については国大協ホームページ（http://www.janu.jp/）からもご覧いただけます。
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（注）大学院大学を除く。
（出所）文部科学省『国公私立大学入学者選抜実施状況』（2004年度、2014年度）より作成

国立大学の多様な入試における入学者数の推移
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筑波大学
Episode 1

【特集】入試改革 ── 筑波大学

【特集】 入試改革

「入試改革」は開学以来の伝統。
多様な選抜方法で
グローバル化に対応する。

島田康行 センター長／教授
（筑波大学アドミッションセンター長／
 人文社会系教授）
筑波大学大学院教育研究科修了。専門
は教科教育学。私立中高校教諭、茨城
工業高等専門学校講師、文部省教科書
調査官などを経て、現職。書類審査と
面接・口述試験により受験生を多面的・
総合的に評価するAC試験の導入に携
わり、成果を上げている。

　

同
大
学
で
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に

基
づ
き
、
一
般
入
試
の
他
に
、
推
薦
入
試
や
帰
国
生

徒
特
別
入
試
な
ど
多
様
な
入
学
者
選
抜
を
実
施
し
て

い
る
が
、
特
徴
的
な
の
が
A
C
入
試
で
あ
る
。

　

A
C
入
試
は
、
A
O（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

ス
）入
試
の
一
種
だ
が
、
そ
の
内
容
は
少
し
異
な
る
。

一
般
的
な
A
O
入
試
で
は
人
物
評
価
を
中
心
に
行
う

の
に
対
し
、
A
C
入
試
で
問
う
の
は
「
課
題
発
見
解

決
能
力
」。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解
決
へ
と

導
く
能
力
を
評
価
す
る
入
試
だ
。
主
体
的
に
研
究
に

立
ち
向
か
う
資
質
や
能
力
を
選
抜
の
観
点
に
し
、
こ

れ
ま
で
に
１
０
０
０
名
以
上
の
入
学
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
一
芸
入
試
と
は
異
な
り
、
具
体
的
な
成
果
、

成
否
は
問
わ
な
い
。
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。
自
ら
の
課
題

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
活
動
の
質
と
い
う
も
の
が

重
視
さ
れ
る
。
書
類
選
考
と
面
接
・
口
述
試
験
を
中

心
に
選
抜
に
は
２
カ
月
あ
ま
り
を
要
し
、
合
否
判
定

に
至
る
ま
で
の
大
学
の
負
荷
が
相
当
で
あ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　
「
成
果
へ
の
手
応
え
も
あ
り
ま
す
し
、
規
模
も
大
き

く
で
き
る
と
い
い
の
で
す
が
、
選
抜
の
性
質
上
、
募

集
人
員
を
大
幅
に
増
や
す
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

A
C
入
試
の
学
生
は
全
体
の
４
％
程
度
で
す
が
、
優
れ

た
資
質
や
能
力
を
持
っ
て
い
る
者
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

入
学
後
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
彼
ら
は
他
の

選
抜
で
入
学
し
た
学
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
触
発
さ
れ
た
周
り

の
学
生
が
研
究
に
目
を
開
か
れ
て
い
く
と
か
、
そ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
授
業
に
お
い
て
は
選
抜
方
法
で
区
別
す
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
多
様
な
資
質
が
混
ざ
る
こ
と
で
、
そ

う
し
た
化
学
反
応
が
お
の
ず
と
起
き
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
島
田
セ
ン
タ
ー
長
は
期
待

を
寄
せ
る
。

　

同
大
学
で
は
、
国
際
的
な
活
躍
を
し
た
り
、
国
内

で
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
学
生
に
対
し
て
、「
学
生

表
彰
」
を
実
施
し
て
い
る
。
毎
年
20
数
名
が
表
彰
さ

れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
入
学
経
路
を
た
ど
る
と
、
そ

の
約
３
割
が
A
C
入
試
の
学
生
だ
と
い
う
。
ま
さ
に
、

筑
波
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
、
島
田
セ
ン
タ
ー
長

が
描
い
た
入
試
の
１
つ
の
か
た
ち
が
開
花
し
結
実
し

て
い
る
証
左
と
い
え
よ
う
。

　

同
大
学
が
改
革
を
推
し
進
め
る
方
策
の
１
つ
に
「
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
」
が
あ
る
。
同
大
学
で
の

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
へ
の
関
心
や
意
識
は
早
く
か
ら

あ
っ
た
と
島
田
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。
１
９
８
３
年

に
は
、
学
内
誌
で
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
理
科
教
育
」

が
特
集
さ
れ
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
入
試
へ
の
活
用

研
究
が
行
わ
れ
た
。

　
「
学
習
指
導
要
領
の
掲
げ
る
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

と
い
っ
た
新
し
い
学
力
観
は
、

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
が
掲
げ
る
、

探
求
す
る
人
、
考
え
る
人
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
人
と
い
っ
た
使
命
や
学
修

者
像
と
重
な
り
ま
す
。
ま
た
、

本
学
の
永
田
恭
介
学
長
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
日
本
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
り
、
学
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
が
注
目
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、
島
田
セ
ン
タ
ー
長
は
、
中
等
教
育

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
１
つ
の
示
唆
に
な
り
得
る

と
も
話
す
。

　
「
入
学
者
選
抜
へ
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
の
広
が
り
を
契
機
と
し
て
、
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
認
定
校
以
外
で
も
、
教
育
改
善
の
き
っ
か
け
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
た
る
べ
き
入
試
改
革
に
向
け
、
日
々
の
学
修
の

成
果
を
あ
り
の
ま
ま
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
形
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
学
び
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
評
価

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
理
想
で
す
」

　

選
抜
に
お
い
て
、
全
学
的
に
民
間
の
英
語
４
技
能

試
験
も
活
用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
と
い
う
。

今
回
の
入
試
改
革
は
同
大
学
の
教
育
が
さ
ら
な
る
高

み
へ
向
か
う
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
も
言
え
そ
う
だ
。

次
代
を
担
う
学
生
の
育
成
は
、
将
来
日
本
を
創
生
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
開
学
以
来
改
革
を
続

け
、
進
化
し
て
き
た
筑
波
大
学
。
こ
れ
か
ら
の
動
き

に
も
注
目
し
た
い
。

開
学
以
来
入
試
の
在
り
方
を
見
つ
め
、

切
り
拓
い
て
き
た
改
革
の
雄

課
題
解
決
能
力
を
測
る
A
C
入
試
が

学
内
の
化
学
反
応
を
引
き
起
こ
す

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
広
が
り
は

中
等
教
育
向
上
の
た
め
の
示
唆
と
な
る

　

２
０
１
４
年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
は
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
在
り
方
を
見
据
え

て
、
高
大
接
続
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
抜
本
的
な
改

革
に
つ
い
て
答
申
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
ま
で
の
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
見
直
し
、
新
た
な
選
抜
方
法

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
教
育
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
だ
。

　

国
際
化
が
加
速
し
、
さ
ら
な
る
競
争
力
が
問
わ
れ

て
い
る
昨
今
、
次
代
を
担
う
学
生
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
自
ら
が
考
え
て
判
断
し
、
時
代
を
切
り
拓
い
て

い
く
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
で
あ
る
。
知
識
偏
重

か
ら
、
思
考
力
、
判
断
力
、
探
究
心
や
積
極
性
、
主

体
性
を
高
め
伸
ば
す
こ
と
、
そ
う
し
た
素
養
は
、
世

界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
た
め
の
重
要
な
力
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

筑
波
大
学
は
、
１
９
９
９
年
４
月
、
入
試
広
報
や

A
C（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）入
試
の
企
画
・

実
施
、入
学
者
選
抜
の
調
査
・
研
究
を
行
う
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
入
試
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
築
く
役
割
を
担
う
同
セ
ン
タ
ー
は
、
大

学
の
未
来
を
も
左
右
す
る
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ

る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
島
田
康
行
セ
ン
タ
ー
長
は
、
こ

う
話
す
。

　
「
入
試
改
革
は
本
学
開
学
の
理
念
の
１
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
大
学
設
立
の
準
備
調
査
会
で
、『
画
一
的
で

な
く
、
推
薦
入
試
や
実
技
入
試
を
含
め
た
多
様
な
選

抜
方
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
』
と
い
う
報

告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
本
学
で
は
、
多
様
な

方
法
に
よ
る
学
生
の
選
抜
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
資
質
の
開
花
を
実
感
し
て
き
て
い
ま
す
」
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筑波大学
Episode 1

【特集】入試改革 ── 筑波大学

【特集】 入試改革

「入試改革」は開学以来の伝統。
多様な選抜方法で
グローバル化に対応する。

島田康行 センター長／教授
（筑波大学アドミッションセンター長／
 人文社会系教授）
筑波大学大学院教育研究科修了。専門
は教科教育学。私立中高校教諭、茨城
工業高等専門学校講師、文部省教科書
調査官などを経て、現職。書類審査と
面接・口述試験により受験生を多面的・
総合的に評価するAC試験の導入に携
わり、成果を上げている。

　

同
大
学
で
は
、
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
に

基
づ
き
、
一
般
入
試
の
他
に
、
推
薦
入
試
や
帰
国
生

徒
特
別
入
試
な
ど
多
様
な
入
学
者
選
抜
を
実
施
し
て

い
る
が
、
特
徴
的
な
の
が
A
C
入
試
で
あ
る
。

　

A
C
入
試
は
、
A
O（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ

ス
）入
試
の
一
種
だ
が
、
そ
の
内
容
は
少
し
異
な
る
。

一
般
的
な
A
O
入
試
で
は
人
物
評
価
を
中
心
に
行
う

の
に
対
し
、
A
C
入
試
で
問
う
の
は
「
課
題
発
見
解

決
能
力
」。
自
ら
課
題
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
解
決
へ
と

導
く
能
力
を
評
価
す
る
入
試
だ
。
主
体
的
に
研
究
に

立
ち
向
か
う
資
質
や
能
力
を
選
抜
の
観
点
に
し
、
こ

れ
ま
で
に
１
０
０
０
名
以
上
の
入
学
者
を
受
け
入
れ

て
い
る
。
一
芸
入
試
と
は
異
な
り
、
具
体
的
な
成
果
、

成
否
は
問
わ
な
い
。
ど
う
取
り
組
ん
だ
か
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
こ
そ
が
大
切
な
の
だ
と
い
う
。
自
ら
の
課
題

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
、
活
動
の
質
と
い
う
も
の
が

重
視
さ
れ
る
。
書
類
選
考
と
面
接
・
口
述
試
験
を
中

心
に
選
抜
に
は
２
カ
月
あ
ま
り
を
要
し
、
合
否
判
定

に
至
る
ま
で
の
大
学
の
負
荷
が
相
当
で
あ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
な
い
。

　
「
成
果
へ
の
手
応
え
も
あ
り
ま
す
し
、
規
模
も
大
き

く
で
き
る
と
い
い
の
で
す
が
、
選
抜
の
性
質
上
、
募

集
人
員
を
大
幅
に
増
や
す
の
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

A
C
入
試
の
学
生
は
全
体
の
４
％
程
度
で
す
が
、
優
れ

た
資
質
や
能
力
を
持
っ
て
い
る
者
が
揃
っ
て
い
ま
す
。

入
学
後
の
活
躍
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
彼
ら
は
他
の

選
抜
で
入
学
し
た
学
生
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
可

能
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。
彼
ら
に
触
発
さ
れ
た
周
り

の
学
生
が
研
究
に
目
を
開
か
れ
て
い
く
と
か
、
そ
の

よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
期
待
を
し
て
い
ま
す
。
で
す
か

ら
、
授
業
に
お
い
て
は
選
抜
方
法
で
区
別
す
る
こ
と

は
し
ま
せ
ん
。
多
様
な
資
質
が
混
ざ
る
こ
と
で
、
そ

う
し
た
化
学
反
応
が
お
の
ず
と
起
き
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
」
と
島
田
セ
ン
タ
ー
長
は
期
待

を
寄
せ
る
。

　

同
大
学
で
は
、
国
際
的
な
活
躍
を
し
た
り
、
国
内

で
顕
著
な
業
績
を
あ
げ
た
学
生
に
対
し
て
、「
学
生

表
彰
」
を
実
施
し
て
い
る
。
毎
年
20
数
名
が
表
彰
さ

れ
て
い
る
が
、
彼
ら
の
入
学
経
路
を
た
ど
る
と
、
そ

の
約
３
割
が
A
C
入
試
の
学
生
だ
と
い
う
。
ま
さ
に
、

筑
波
大
学
の
こ
れ
ま
で
の
取
組
、
島
田
セ
ン
タ
ー
長

が
描
い
た
入
試
の
１
つ
の
か
た
ち
が
開
花
し
結
実
し

て
い
る
証
左
と
い
え
よ
う
。

　

同
大
学
が
改
革
を
推
し
進
め
る
方
策
の
１
つ
に
「
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
特
別
入
試
」
が
あ
る
。
同
大
学
で
の

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
へ
の
関
心
や
意
識
は
早
く
か
ら

あ
っ
た
と
島
田
セ
ン
タ
ー
長
は
語
る
。
１
９
８
３
年

に
は
、
学
内
誌
で
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
理
科
教
育
」

が
特
集
さ
れ
、
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
入
試
へ
の
活
用

研
究
が
行
わ
れ
た
。

　
「
学
習
指
導
要
領
の
掲
げ
る
、

思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力

と
い
っ
た
新
し
い
学
力
観
は
、

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
が
掲
げ
る
、

探
求
す
る
人
、
考
え
る
人
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き

る
人
と
い
っ
た
使
命
や
学
修

者
像
と
重
な
り
ま
す
。
ま
た
、

本
学
の
永
田
恭
介
学
長
は
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
日
本
ア

ド
バ
イ
ザ
リ
ー
委
員
会
の
委
員
で
も
あ
り
、
学
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」

　

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
が
注
目
さ
れ
、
広
が
っ
て
い
く

こ
と
に
つ
い
て
、
島
田
セ
ン
タ
ー
長
は
、
中
等
教
育

を
よ
り
良
く
す
る
た
め
の
１
つ
の
示
唆
に
な
り
得
る

と
も
話
す
。

　
「
入
学
者
選
抜
へ
の
活
用
だ
け
で
な
く
、
国
際
バ
カ

ロ
レ
ア
の
広
が
り
を
契
機
と
し
て
、
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
認
定
校
以
外
で
も
、
教
育
改
善
の
き
っ
か
け
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

来
た
る
べ
き
入
試
改
革
に
向
け
、
日
々
の
学
修
の

成
果
を
あ
り
の
ま
ま
に
評
価
で
き
る
よ
う
な
形
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
学
び
の
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
を
評
価

で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
理
想
で
す
」

　

選
抜
に
お
い
て
、
全
学
的
に
民
間
の
英
語
４
技
能

試
験
も
活
用
す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
と
い
う
。

今
回
の
入
試
改
革
は
同
大
学
の
教
育
が
さ
ら
な
る
高

み
へ
向
か
う
マ
イ
ル
ス
ト
ー
ン
と
も
言
え
そ
う
だ
。

次
代
を
担
う
学
生
の
育
成
は
、
将
来
日
本
を
創
生
す

る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
開
学
以
来
改
革
を
続

け
、
進
化
し
て
き
た
筑
波
大
学
。
こ
れ
か
ら
の
動
き

に
も
注
目
し
た
い
。

開
学
以
来
入
試
の
在
り
方
を
見
つ
め
、

切
り
拓
い
て
き
た
改
革
の
雄

課
題
解
決
能
力
を
測
る
A
C
入
試
が

学
内
の
化
学
反
応
を
引
き
起
こ
す

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
の
広
が
り
は

中
等
教
育
向
上
の
た
め
の
示
唆
と
な
る

　

２
０
１
４
年
12
月
、
中
央
教
育
審
議
会
は
こ
れ
か

ら
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
の
在
り
方
を
見
据
え

て
、
高
大
接
続
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
抜
本
的
な
改

革
に
つ
い
て
答
申
を
ま
と
め
た
。
こ
れ
ま
で
の
大
学

入
試
セ
ン
タ
ー
試
験
を
見
直
し
、
新
た
な
選
抜
方
法

を
導
入
す
る
こ
と
で
、
日
本
の
教
育
を
変
え
て
い
こ

う
と
い
う
も
の
だ
。

　

国
際
化
が
加
速
し
、
さ
ら
な
る
競
争
力
が
問
わ
れ

て
い
る
昨
今
、
次
代
を
担
う
学
生
に
求
め
ら
れ
る
の

は
、
自
ら
が
考
え
て
判
断
し
、
時
代
を
切
り
拓
い
て

い
く
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
資
質
で
あ
る
。
知
識
偏
重

か
ら
、
思
考
力
、
判
断
力
、
探
究
心
や
積
極
性
、
主

体
性
を
高
め
伸
ば
す
こ
と
、
そ
う
し
た
素
養
は
、
世

界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
た
め
の
重
要
な
力
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

　

筑
波
大
学
は
、
１
９
９
９
年
４
月
、
入
試
広
報
や

A
C（
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
）入
試
の
企
画
・

実
施
、入
学
者
選
抜
の
調
査
・
研
究
を
行
う
ア
ド
ミ
ッ

シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
た
。
入
試
の
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
を
築
く
役
割
を
担
う
同
セ
ン
タ
ー
は
、
大

学
の
未
来
を
も
左
右
す
る
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
あ

る
。
同
セ
ン
タ
ー
の
島
田
康
行
セ
ン
タ
ー
長
は
、
こ

う
話
す
。

　
「
入
試
改
革
は
本
学
開
学
の
理
念
の
１
つ
で
も
あ
り

ま
す
。
大
学
設
立
の
準
備
調
査
会
で
、『
画
一
的
で

な
く
、
推
薦
入
試
や
実
技
入
試
を
含
め
た
多
様
な
選

抜
方
法
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
』
と
い
う
報

告
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
来
本
学
で
は
、
多
様
な

方
法
に
よ
る
学
生
の
選
抜
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
資
質
の
開
花
を
実
感
し
て
き
て
い
ま
す
」
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【特集】入試改革── お茶の水女子大学

お茶の水
女子大学

Episode 2

出願

合格発表

プレゼミナール

第1次選考

第2次選考
（3日間）

対象
受験生、高校2年生、高校教員

文理複数科目の講義・演習と情報検索・
レポートの書き方講座を受講

入試受験生のみレポートを作成・提出

プレゼミナールのレポート、
外部外国語試験（TOEFL）など

理系
（実験室入試）

文系
（図書館入試）

出題されたテーマに基づく講義
実験室でグループ実験、
レポート作成・発表

グループ討論、個別面談
課題研究発表

出題されたテーマに基づき、
図書館を自由に使い
レポート作成・発表

グループ討論、個別面談

模擬授業（英語）を受講し、
レポート作成

詳細については、
現在検討中

Laboratory Library

　

知
の
探
求
者
と
し
て
の
素
養
発
掘
へ
の
意
気
込
み

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
問
題
を
抽
出
し
て
解

決
方
法
を
模
索
す
る
力
。
そ
の
た
め
に
、
自
ら
の
知

識
を
総
動
員
し
、
デ
ー
タ
を
引
い
て
組
み
上
げ
る
力
、

い
わ
ば
知
の
総
合
力
こ
そ
が
大
学
で
要
求
さ
れ
る
「
学

力
」
と
い
え
そ
う
だ
。
現
在
実
施
し
て
い
る
A
O（
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
）
入
試
も
、
文
系
・
理
系

２
つ
の
授
業
後
の
レ
ポ
ー
ト
、
討
論
、
小
論
文
、
英

語
の
授
業
と
レ
ポ
ー
ト
、
面
接
ま
で
を
２
日
間
に
渡
っ

て
実
施
す
る
超
難
関
コ
ー
ス
で
あ
り
、
合
格
者
数
が

募
集
人
員
に
満
た
な
い
年
も
あ
る
と
い
う
。
成
果
を

あ
げ
て
い
る
A
O
入
試
だ
が
、
課
題
も
あ
る
。

　
「
A
O
入
試
を
潜
り
抜
け
た
学
生
は
か
な
り
優
秀
な

成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
現
行
の
A
O
入
試

は
、
大
学
が
用
意
し
た
課
題
へ
の
対
応
力
を
見
ま
す

の
で
、
自
ら
の
課
題
を
探
求
す
る
よ
う
な
能
力
は
測

れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
」

　

授
業
を
聴
講
し
て
試
験
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

ど
う
噛
み
砕
く
か
と
い
う
理
解
力
し
か
見
ら
れ
な
い

と
も
安
成
室
長
は
話
す
。

　

文
部
科
学
省
は
先
頃
、「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革

会
議
」
を
始
動
し
、
高
大
接
続
改
革
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
。
偏
差
値
上
位
校

へ
の
受
験
中
心
に
回
っ
て
き
た
日
本
の
教
育
界
だ
が
、

高
大
接
続
改
革
の
気
運
が
高
ま
っ
た
の
は
、
近
年
の

大
学
教
育
に
対
す
る
危
機
感
も
反
映
し
て
い
る
だ
ろ

う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
通

用
す
る
人
材
を
育
て
る
に
は
、
大
学
教
育
の
質
的
な

転
換
だ
け
で
な
く
、
高
校
教
育
、
さ
ら
に
は
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
表
さ
れ
る
、
こ
れ
ま
で
の
大

学
入
試
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
今
ま
さ
に
そ
の
岐

路
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

中
央
教
育
審
議
会
が
ま
と
め
た
答
申
で
は
、
単
に

知
識
の
量
だ
け
で
な
く
、
知
識
の
活
用
力
や
学
習
に

取
り
組
む
態
度
を
含
め
た
「
確
か
な
学
力
」
を
育
む

教
育
と
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
す
る
大
学
入
試

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
大
学
が
選
抜
方
法
を
模
索
す
る
中
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
の
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
が
今
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
が
掲
げ
る
「
接
続
」
と
い
う
意
味
に

お
い
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
幼
稚
園
か
ら
小

中
高
大
と
続
く
一
貫
校
で
あ
り
、
勉
学
に
集
中
で
き
、

少
人
数
制
で
高
度
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
学
び
舎
と

し
て
名
高
い
。

　

同
大
学
発
の
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
最
初
の
近
代
大

学
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
創
設
者
で
あ
り
、
現
代

の
大
学
教
育
の
原
型
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
名
を
冠
し
た
取
組
、

そ
の
発
想
の
原
点
に
つ
い
て
、
入
試
推
進
室
の
安
成

英
樹
室
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
大
学
教
育
の
原
点
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
見
直

し
て
い
る
時
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
理
念
、
そ
し
て
、
初

代
学
長
と
な
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
フ
ィ

ヒ
テ
の
思
想
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
大
学
に
お
い
て
学
問
的
な
真
理

と
い
う
も
の
が
、
実
験
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
資
料

を
揃
え
た
図
書
館
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
し
て
生
み

出
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
学

生
が
応
用
の
道
具
と
し
て
の
『
知
』
を
身
に
つ
け
る
、

要
す
る
に
知
識
を
駆
使
す
る
力
こ
そ
が
大
事
な
の
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
我
々
が
大
学
教
育
で
重

視
す
る
能
力
と
重
な
る
も
の
で
す
。
知
識
偏
重
の
現

行
の
ペ
ー
パ
ー
入
試
の
限
界
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

打
破
す
る
に
は
こ
う
い
う
原
初
の
理
念
に
立
ち
戻
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
込
め
、
新
設
す
る

入
試
体
制
に
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
名
を
冠
し
ま
し
た
」

　

入
学
時
に
知
の
頂
点
に
達
し
て

い
る
学
生
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
学

ん
だ
様
々
な
知
識
を
縦
横
に
駆
使

し
て
自
分
の
関
心
事
を
突
き
詰
め

て
い
く
、
あ
る
い
は
社
会
に
出
て

そ
の
知
識
を
応
用
し
て
い
く
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
学
生
を
採
り

た
い
と
い
う
理
念
を
基
に
発
想
し

た
と
も
安
成
室
長
は
語
る
。

高
大
接
続
改
革
の
実
現
に
向
け
、

見
直
さ
れ
る
大
学
入
試
シ
ス
テ
ム

【
特
集
】 

入
試
改
革

新
型
A
O
入
試

「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」の
導
入
で

大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
一
石
を
投
じ
る
。

フ
ン
ボ
ル
ト
の
理
念
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
を

独
創
的
な
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
と
し
て
昇
華

問
題
を
解
決
に
導
く「
知
」の
総
合
力
こ
そ

大
学
で
求
め
ら
れ
る
真
の
学
力
と
い
え
る

安成英樹 入試推進室長／教授
（お茶の水女子大学大学院
 人間文化創成科学研究科教授）
東京大学大学院人文科学研究科修士
課程修了、博士課程中退。専門は西
洋史学。東京大学文学部助手を経て、
1998年お茶の水女子大学文教育学部
助教授、2013年から教授。入試推進
室長として入試改革を担う。
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【特集】入試改革── お茶の水女子大学

お茶の水
女子大学

Episode 2

出願

合格発表

プレゼミナール

第1次選考

第2次選考
（3日間）

対象
受験生、高校2年生、高校教員

文理複数科目の講義・演習と情報検索・
レポートの書き方講座を受講

入試受験生のみレポートを作成・提出

プレゼミナールのレポート、
外部外国語試験（TOEFL）など

理系
（実験室入試）

文系
（図書館入試）

出題されたテーマに基づく講義
実験室でグループ実験、
レポート作成・発表

グループ討論、個別面談
課題研究発表

出題されたテーマに基づき、
図書館を自由に使い
レポート作成・発表

グループ討論、個別面談

模擬授業（英語）を受講し、
レポート作成

詳細については、
現在検討中

Laboratory Library

　

知
の
探
求
者
と
し
て
の
素
養
発
掘
へ
の
意
気
込
み

は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
。
問
題
を
抽
出
し
て
解

決
方
法
を
模
索
す
る
力
。
そ
の
た
め
に
、
自
ら
の
知

識
を
総
動
員
し
、
デ
ー
タ
を
引
い
て
組
み
上
げ
る
力
、

い
わ
ば
知
の
総
合
力
こ
そ
が
大
学
で
要
求
さ
れ
る
「
学

力
」
と
い
え
そ
う
だ
。
現
在
実
施
し
て
い
る
A
O（
ア

ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
オ
フ
ィ
ス
）
入
試
も
、
文
系
・
理
系

２
つ
の
授
業
後
の
レ
ポ
ー
ト
、
討
論
、
小
論
文
、
英

語
の
授
業
と
レ
ポ
ー
ト
、
面
接
ま
で
を
２
日
間
に
渡
っ

て
実
施
す
る
超
難
関
コ
ー
ス
で
あ
り
、
合
格
者
数
が

募
集
人
員
に
満
た
な
い
年
も
あ
る
と
い
う
。
成
果
を

あ
げ
て
い
る
A
O
入
試
だ
が
、
課
題
も
あ
る
。

　
「
A
O
入
試
を
潜
り
抜
け
た
学
生
は
か
な
り
優
秀
な

成
績
を
修
め
て
い
ま
す
。
た
だ
し
現
行
の
A
O
入
試

は
、
大
学
が
用
意
し
た
課
題
へ
の
対
応
力
を
見
ま
す

の
で
、
自
ら
の
課
題
を
探
求
す
る
よ
う
な
能
力
は
測

れ
な
い
ジ
レ
ン
マ
が
あ
り
ま
す
」

　

授
業
を
聴
講
し
て
試
験
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、

ど
う
噛
み
砕
く
か
と
い
う
理
解
力
し
か
見
ら
れ
な
い

と
も
安
成
室
長
は
話
す
。

　

文
部
科
学
省
は
先
頃
、「
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革

会
議
」
を
始
動
し
、
高
大
接
続
改
革
の
実
現
に
向
け
、

全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
示
し
た
。
偏
差
値
上
位
校

へ
の
受
験
中
心
に
回
っ
て
き
た
日
本
の
教
育
界
だ
が
、

高
大
接
続
改
革
の
気
運
が
高
ま
っ
た
の
は
、
近
年
の

大
学
教
育
に
対
す
る
危
機
感
も
反
映
し
て
い
る
だ
ろ

う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
み
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
通

用
す
る
人
材
を
育
て
る
に
は
、
大
学
教
育
の
質
的
な

転
換
だ
け
で
な
く
、
高
校
教
育
、
さ
ら
に
は
大
学
入

試
セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
表
さ
れ
る
、
こ
れ
ま
で
の
大

学
入
試
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
、
今
ま
さ
に
そ
の
岐

路
に
立
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

中
央
教
育
審
議
会
が
ま
と
め
た
答
申
で
は
、
単
に

知
識
の
量
だ
け
で
な
く
、
知
識
の
活
用
力
や
学
習
に

取
り
組
む
態
度
を
含
め
た
「
確
か
な
学
力
」
を
育
む

教
育
と
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
評
価
す
る
大
学
入
試

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

多
く
の
大
学
が
選
抜
方
法
を
模
索
す
る
中
、
お
茶

の
水
女
子
大
学
の
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
が
今
、

注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

文
部
科
学
省
が
掲
げ
る
「
接
続
」
と
い
う
意
味
に

お
い
て
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
幼
稚
園
か
ら
小

中
高
大
と
続
く
一
貫
校
で
あ
り
、
勉
学
に
集
中
で
き
、

少
人
数
制
で
高
度
な
教
育
が
受
け
ら
れ
る
学
び
舎
と

し
て
名
高
い
。

　

同
大
学
発
の
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
世
界
最
初
の
近
代
大

学
で
あ
る
ベ
ル
リ
ン
大
学
の
創
設
者
で
あ
り
、
現
代

の
大
学
教
育
の
原
型
を
作
っ
た
と
い
わ
れ
る
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
フ
ォ
ン
・
フ
ン
ボ
ル
ト
の
名
を
冠
し
た
取
組
、

そ
の
発
想
の
原
点
に
つ
い
て
、
入
試
推
進
室
の
安
成

英
樹
室
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
大
学
教
育
の
原
点
に
つ
い
て
、
あ
ら
た
め
て
見
直

し
て
い
る
時
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
理
念
、
そ
し
て
、
初

代
学
長
と
な
っ
た
ヨ
ハ
ン
・
ゴ
ッ
ト
リ
ー
プ
・
フ
ィ

ヒ
テ
の
思
想
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　

フ
ン
ボ
ル
ト
は
、
大
学
に
お
い
て
学
問
的
な
真
理

と
い
う
も
の
が
、
実
験
を
通
し
て
、
あ
る
い
は
資
料

を
揃
え
た
図
書
館
で
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
通
し
て
生
み

出
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
フ
ィ
ヒ
テ
は
、
学

生
が
応
用
の
道
具
と
し
て
の
『
知
』
を
身
に
つ
け
る
、

要
す
る
に
知
識
を
駆
使
す
る
力
こ
そ
が
大
事
な
の
だ

と
言
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
我
々
が
大
学
教
育
で
重

視
す
る
能
力
と
重
な
る
も
の
で
す
。
知
識
偏
重
の
現

行
の
ペ
ー
パ
ー
入
試
の
限
界
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を

打
破
す
る
に
は
こ
う
い
う
原
初
の
理
念
に
立
ち
戻
る

べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
を
込
め
、
新
設
す
る

入
試
体
制
に
、
フ
ン
ボ
ル
ト
の
名
を
冠
し
ま
し
た
」

　

入
学
時
に
知
の
頂
点
に
達
し
て

い
る
学
生
で
な
く
、
こ
れ
ま
で
学

ん
だ
様
々
な
知
識
を
縦
横
に
駆
使

し
て
自
分
の
関
心
事
を
突
き
詰
め

て
い
く
、
あ
る
い
は
社
会
に
出
て

そ
の
知
識
を
応
用
し
て
い
く
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
た
学
生
を
採
り

た
い
と
い
う
理
念
を
基
に
発
想
し

た
と
も
安
成
室
長
は
語
る
。

高
大
接
続
改
革
の
実
現
に
向
け
、

見
直
さ
れ
る
大
学
入
試
シ
ス
テ
ム

【
特
集
】 

入
試
改
革

新
型
A
O
入
試

「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」の
導
入
で

大
学
教
育
の
質
的
転
換
に
一
石
を
投
じ
る
。

フ
ン
ボ
ル
ト
の
理
念
、
フ
ィ
ヒ
テ
の
思
想
を

独
創
的
な
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
と
し
て
昇
華

問
題
を
解
決
に
導
く「
知
」の
総
合
力
こ
そ

大
学
で
求
め
ら
れ
る
真
の
学
力
と
い
え
る

安成英樹 入試推進室長／教授
（お茶の水女子大学大学院
 人間文化創成科学研究科教授）
東京大学大学院人文科学研究科修士
課程修了、博士課程中退。専門は西
洋史学。東京大学文学部助手を経て、
1998年お茶の水女子大学文教育学部
助教授、2013年から教授。入試推進
室長として入試改革を担う。
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【特集】入試改革──お茶の水女子大学

髙﨑みどり 理事・副学長（教育担当）
お茶の水女子大学大学院人文科学研究
科修士課程修了。専門は日本語学。文
教大学、東京女子医科大学、明治大
学教授などを経て、2004年お茶の水
女子大学文教育学部教授へ。2007年
大学院人間文化創成科学研究科教授
2015年理事・副学長に就任。教育担当
として同大学の教育改革に尽力する。

　
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
は
、
新
型
の
A
O
入
試

で
あ
る
が
、
高
大
接
続
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
内
容
・
設
計
は
か
な
り
画
期
的
だ
。
選
考

に
先
立
っ
て
プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
呼
ぶ
講
義
を
２
日

間
開
催
す
る
。
そ
こ
で
は
、
情
報
の
検
索
や
レ
ポ
ー

ト
の
書
き
方
と
い
っ
た
複
数
の
授
業
を
受
講
。
こ
こ

で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
高
大
接
続
と
い
う
観
点
か
ら
、

受
験
生
以
外
に
も
高
校
２
年
生
や
教
員
に
も
開
か
れ

た
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
。
併
せ
て
、
提
出
さ
れ

た
T
O
E
F
L
な
ど
の
試
験
結
果
や
志
願
理
由
書
・

活
動
報
告
書
な
ど
を
使
っ
て
第
１
次
選
考
を
行
う
。

　

続
く
３
日
間
に
渡
る
第
２
次
選
考
で
は
、
１
日
目

が
英
語
に
よ
る
模
擬
授
業
と
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
２
、３

日
目
は
、
文
系
受
験
生
は
図
書
館
で
、
理
系
受
験
生

は
実
験
室
を
舞
台
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
発
表
を
は
じ

め
、
討
論
、
面
接
を
実
施
、
さ
ら
に
は
高
校
で
実
践

し
て
き
た
課
題
研
究
の
発
表
を
行
わ
せ

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
情
報
を
探
索
す
る
力
や
論
理

力
、
発
信
力
な
ど
を
多
面
的
に
評
価
す

る
と
い
う
。
文
系
な
ら
ば
図
書
館
で
何

を
見
て
も
よ
い
と
い
う
形
に
な
る
た
め
、

逆
に
解
答
を
組
み
立
て
る
自
身
の
本
来

の
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
現
行
の
A
O
入
試
の
募
集
人
員
を

倍
増
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
募
集
人
員
は
20
名
。
全

学
の
５
％
に
満
た
な
い
数
字
で
す
。
し
か
し
、
入
学

後
に
は
彼
女
た
ち
が
一
般
入
試
の
学
生
に
混
じ
る
こ

と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
」

　

一
般
入
試
の
学
生
が
真
面
目
で
お
と
な
し
い
タ
イ

プ
が
多
い
な
か
で
、
A
O
入
試
合
格
者
は
、
全
般
的

に
発
言
力
が
あ
り
能
動
的
な
学
生
が
多
い
印
象
が
あ

る
と
い
う
。
い
い
意
味
で
と
が
っ
た
学
生
が
入
る
こ

と
に
よ
る
感
応
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
も
安
成
室

長
は
話
す
。

　

こ
う
し
た
個
々
の
能
力
を
多
面
的
に
評
価
す
る
入

試
は
、
選
考
側
に
も
相
当
な
負
担
が
予
想
さ
れ
る
が
、

同
大
学
の
髙
﨑
み
ど
り
理
事
・
副
学
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
現
行
の
A
O
入
試
も
そ
う
で
す
が
、
受
験
自
体

が
『
教
育
の
場
』
と
い
う
面
が
強
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、

ご
縁
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
入
試
で
何
か
を

掴
み
、
蓄
積
し
て
き
た
知
識
・
発
掘
し
た
情
報
を
縦

横
に
生
か
す
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も

意
味
が
あ
り
ま
す
。
課
題
を
自
分
で
発
掘
し
解
き
方

も
自
分
で
工
夫
し
て
、
解
を
出
せ
て
も
な
お
、
他
の

解
が
な
い
か
と
考
え
続
け
る
面
白
さ
を
分
か
ち
合
う

─
─
大
学
と
は
そ
う
い
う
場
で
す
か
ら
。
多
彩
な
学

校
生
活
を
送
っ
た
人
も
、
１
つ
の
事
に
打
ち
込
ん
だ

人
も
、
様
々
な
個
性
あ
る
経
験
が
生
き
る
で
し
ょ
う
」

　
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
に
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が

よ
り
強
い
と
い
う
。
現
行
の
A
O
入
試
の
試
験
後
に

行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
面
白
か
っ
た
」「
考
え
な
か
っ

た
角
度
か
ら
議
論
が
で
き
た
」
な
ど
、
満
足
度
の
高

い
回
答
が
多
い
。
学
生
の
追
跡
調
査
は
現
在
も
実
施

し
て
い
る
が
、
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
で
入
学
し
た
学

生
の
追
跡
調
査
を
引
き
続
き
丁
寧
に
実
施
す
る
予
定
。

「
知
の
応
用
追
究
」
と
い
う
流
れ
を
止
め
ず
他
大
学
に

も
材
料
と
し
て
提
供
し
て
分
か
ち
合
い
た
い
と
も
髙

﨑
理
事
は
語
る
。

　

高
校
の
教
育
は
、
徐
々
に
知
識
の
応
用
力
や
自
ら

働
き
か
け
る
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
に
も

目
を
向
け
つ
つ
あ
り
、
変
革
期
に
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、
社
会
か
ら
も
知
識
の
応
用
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
が
「
入
試
改
革
」

と
い
う
課
題
に
対
し
て
出
し
た
１
つ
の
答
え
が
「
新

フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
だ
。
高
大
接
続
改
革
の
先
行
的

な
取
組
と
し
て
政
府
か
ら
も
支
援
を
受
る
こ
の
入
試

へ
の
期
待
は
大
き
い
。
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
の
礎
と
な

り
、
花
開
く
こ
と
を
見
守
り
た
い
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

が
「
彼
ら
の
発
明
は
革
命
的
。
白
熱
電
球

は
20
世
紀
を
灯
し
て
き
た
が
、
21
世
紀
は

L
E
D
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
灯
さ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
」
と
賞
賛
し
た
と
お
り
、
天
野
さ
ん

た
ち
が
開
発
し
た
青
色
L
E
D
は
、
照
明

の
他
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
携
帯
電
話
や

D
V
D
等
の
大
容
量
記
録
媒
体
に
活
か
さ

れ
、
今
や
我
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

L
E
D
と
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
、
つ
ま

り
電
圧
を
か
け
た
際
に
発
光
す
る
半
導
体

の
こ
と
。
１
９
６
２
年
に
赤
色
、
68
年
に
緑

色
が
実
用
化
さ
れ
、
光
の
３
原
色
が
揃
え

ば
、
全
て
の
色
を
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
な

の
だ
が
、
残
る
青
色
の
L
E
D
の
開
発
だ

け
が
困
難
を
極
め
た
。
青
色
L
E
D
の
原

料
と
し
て
、
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
が
有
望
だ
と
分

か
っ
て
は
い
た
が
、
高
品
質
の
結
晶
を
確
実

に
作
る
方
法
が
な
か
っ
た
。
当
時
大
学
院
生

だ
っ
た
天
野
さ
ん
は
赤
﨑
研
究
室
で
数
千

回
に
及
ぶ
実
験
を
重
ね
、
日
々
失
敗
の
連
続

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
そ
の
大

き
な
壁
を
打
ち
破
る
出
来
事
が
起
こ
る
。
そ

の
時
の
こ
と
を
天
野
さ
ん
は
こ
う
話
し
て

く
れ
た
。

　
「
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
結
晶
化
は
偶
然
成
功

し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
―
ド
が
広
く
伝
わ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
あ
れ
は
決
し
て
偶
然

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
実
験
中
、
炉
が

必
要
な
温
度
ま
で
上
が
ら
な
く
な
っ
た
の

は
事
実
で
す
が
、
私
が
低
い
温
度
で
も
や
ろ

う
と
し
た
の
は
、
澤
木
宣
彦
先
生
（
現
・
愛

知
工
業
大
学
教
授
）
の
話
が
頭
に
残
っ
て
い

た
か
ら
な
ん
で
す
。
研
究
室
に
は
若
い
澤

木
先
生
や
平
松
和
政
先
生
（
現
・
三
重
大

２
０
１
４
年
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）の

開
発
で
、
名
城
大
学
の
赤
﨑
勇
さ
ん
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
の
中
村
修
二
さ
ん
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
名
古
屋
大
学
の
天
野
浩
さ

ん
。実
験
に
明
け
暮
れ
る
日
々
は
大
変
な
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
と
笑
顔
で
語
る
天
野
さ
ん

に
、
青
色
L
E
D
開
発
に
か
け
た
思
い
と
次
代
を
担

う
学
生
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞
き
し
た
。

名古屋大学大学院工学研究科教授

天野 浩

青
色
L
E
D
の
発
見
は
決
し
て

偶
然
で
は
な
い
。
侃
々
諤
々
の

日
々
の
議
論
か
ら
生
ま
れ
た

大
切
な
の
は
自
分
で
考
え
、

そ
の
実
現
に
向
け
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。

高
大
接
続
を
強
く
意
識
し
た
入
試
設
計
。

多
様
な
講
義
で
多
角
的
に
評
価
・
選
抜
す
る

入
試
の
結
果
を
、知
の
応
用
追
究
と
い
う
形
で

今
後
の
教
育
改
革
に
生
か
し
た
い
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【特集】入試改革──お茶の水女子大学

髙﨑みどり 理事・副学長（教育担当）
お茶の水女子大学大学院人文科学研究
科修士課程修了。専門は日本語学。文
教大学、東京女子医科大学、明治大
学教授などを経て、2004年お茶の水
女子大学文教育学部教授へ。2007年
大学院人間文化創成科学研究科教授
2015年理事・副学長に就任。教育担当
として同大学の教育改革に尽力する。

　
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
は
、
新
型
の
A
O
入
試

で
あ
る
が
、
高
大
接
続
を
強
く
意
識
し
た
も
の
で
あ

り
、
そ
の
内
容
・
設
計
は
か
な
り
画
期
的
だ
。
選
考

に
先
立
っ
て
プ
レ
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
と
呼
ぶ
講
義
を
２
日

間
開
催
す
る
。
そ
こ
で
は
、
情
報
の
検
索
や
レ
ポ
ー

ト
の
書
き
方
と
い
っ
た
複
数
の
授
業
を
受
講
。
こ
こ

で
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、
高
大
接
続
と
い
う
観
点
か
ら
、

受
験
生
以
外
に
も
高
校
２
年
生
や
教
員
に
も
開
か
れ

た
も
の
と
す
る
と
い
う
こ
と
。
併
せ
て
、
提
出
さ
れ

た
T
O
E
F
L
な
ど
の
試
験
結
果
や
志
願
理
由
書
・

活
動
報
告
書
な
ど
を
使
っ
て
第
１
次
選
考
を
行
う
。

　

続
く
３
日
間
に
渡
る
第
２
次
選
考
で
は
、
１
日
目

が
英
語
に
よ
る
模
擬
授
業
と
レ
ポ
ー
ト
作
成
、
２
、３

日
目
は
、
文
系
受
験
生
は
図
書
館
で
、
理
系
受
験
生

は
実
験
室
を
舞
台
に
レ
ポ
ー
ト
作
成
と
発
表
を
は
じ

め
、
討
論
、
面
接
を
実
施
、
さ
ら
に
は
高
校
で
実
践

し
て
き
た
課
題
研
究
の
発
表
を
行
わ
せ

る
こ
と
も
検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に

よ
っ
て
、
情
報
を
探
索
す
る
力
や
論
理

力
、
発
信
力
な
ど
を
多
面
的
に
評
価
す

る
と
い
う
。
文
系
な
ら
ば
図
書
館
で
何

を
見
て
も
よ
い
と
い
う
形
に
な
る
た
め
、

逆
に
解
答
を
組
み
立
て
る
自
身
の
本
来

の
力
量
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
現
行
の
A
O
入
試
の
募
集
人
員
を

倍
増
し
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
募
集
人
員
は
20
名
。
全

学
の
５
％
に
満
た
な
い
数
字
で
す
。
し
か
し
、
入
学

後
に
は
彼
女
た
ち
が
一
般
入
試
の
学
生
に
混
じ
る
こ

と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
の
で
す
」

　

一
般
入
試
の
学
生
が
真
面
目
で
お
と
な
し
い
タ
イ

プ
が
多
い
な
か
で
、
A
O
入
試
合
格
者
は
、
全
般
的

に
発
言
力
が
あ
り
能
動
的
な
学
生
が
多
い
印
象
が
あ

る
と
い
う
。
い
い
意
味
で
と
が
っ
た
学
生
が
入
る
こ

と
に
よ
る
感
応
効
果
を
期
待
し
て
い
る
と
も
安
成
室

長
は
話
す
。

　

こ
う
し
た
個
々
の
能
力
を
多
面
的
に
評
価
す
る
入

試
は
、
選
考
側
に
も
相
当
な
負
担
が
予
想
さ
れ
る
が
、

同
大
学
の
髙
﨑
み
ど
り
理
事
・
副
学
長
は
こ
う
話
す
。

　
「
現
行
の
A
O
入
試
も
そ
う
で
す
が
、
受
験
自
体

が
『
教
育
の
場
』
と
い
う
面
が
強
い
の
で
す
。
つ
ま
り
、

ご
縁
が
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
こ
の
入
試
で
何
か
を

掴
み
、
蓄
積
し
て
き
た
知
識
・
発
掘
し
た
情
報
を
縦

横
に
生
か
す
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
も

意
味
が
あ
り
ま
す
。
課
題
を
自
分
で
発
掘
し
解
き
方

も
自
分
で
工
夫
し
て
、
解
を
出
せ
て
も
な
お
、
他
の

解
が
な
い
か
と
考
え
続
け
る
面
白
さ
を
分
か
ち
合
う

─
─
大
学
と
は
そ
う
い
う
場
で
す
か
ら
。
多
彩
な
学

校
生
活
を
送
っ
た
人
も
、
１
つ
の
事
に
打
ち
込
ん
だ

人
も
、
様
々
な
個
性
あ
る
経
験
が
生
き
る
で
し
ょ
う
」

　
「
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
に
は
、
そ
う
し
た
傾
向
が

よ
り
強
い
と
い
う
。
現
行
の
A
O
入
試
の
試
験
後
に

行
う
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も「
面
白
か
っ
た
」「
考
え
な
か
っ

た
角
度
か
ら
議
論
が
で
き
た
」
な
ど
、
満
足
度
の
高

い
回
答
が
多
い
。
学
生
の
追
跡
調
査
は
現
在
も
実
施

し
て
い
る
が
、
新
フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
で
入
学
し
た
学

生
の
追
跡
調
査
を
引
き
続
き
丁
寧
に
実
施
す
る
予
定
。

「
知
の
応
用
追
究
」
と
い
う
流
れ
を
止
め
ず
他
大
学
に

も
材
料
と
し
て
提
供
し
て
分
か
ち
合
い
た
い
と
も
髙

﨑
理
事
は
語
る
。

　

高
校
の
教
育
は
、
徐
々
に
知
識
の
応
用
力
や
自
ら

働
き
か
け
る
よ
う
な
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力
に
も

目
を
向
け
つ
つ
あ
り
、
変
革
期
に
あ
る
と
い
え
る
。

一
方
、
社
会
か
ら
も
知
識
の
応
用
力
が
求
め
ら
れ
て

い
る
中
で
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
が
「
入
試
改
革
」

と
い
う
課
題
に
対
し
て
出
し
た
１
つ
の
答
え
が
「
新

フ
ン
ボ
ル
ト
入
試
」
だ
。
高
大
接
続
改
革
の
先
行
的

な
取
組
と
し
て
政
府
か
ら
も
支
援
を
受
る
こ
の
入
試

へ
の
期
待
は
大
き
い
。
さ
ら
な
る
飛
躍
へ
の
礎
と
な

り
、
花
開
く
こ
と
を
見
守
り
た
い
。

　

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー

が
「
彼
ら
の
発
明
は
革
命
的
。
白
熱
電
球

は
20
世
紀
を
灯
し
て
き
た
が
、
21
世
紀
は

L
E
D
ラ
ン
プ
に
よ
っ
て
灯
さ
れ
て
い
く

だ
ろ
う
」
と
賞
賛
し
た
と
お
り
、
天
野
さ
ん

た
ち
が
開
発
し
た
青
色
L
E
D
は
、
照
明

の
他
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
携
帯
電
話
や

D
V
D
等
の
大
容
量
記
録
媒
体
に
活
か
さ

れ
、
今
や
我
々
の
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

L
E
D
と
は
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
、
つ
ま

り
電
圧
を
か
け
た
際
に
発
光
す
る
半
導
体

の
こ
と
。
１
９
６
２
年
に
赤
色
、
68
年
に
緑

色
が
実
用
化
さ
れ
、
光
の
３
原
色
が
揃
え

ば
、
全
て
の
色
を
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
な

の
だ
が
、
残
る
青
色
の
L
E
D
の
開
発
だ

け
が
困
難
を
極
め
た
。
青
色
L
E
D
の
原

料
と
し
て
、
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
が
有
望
だ
と
分

か
っ
て
は
い
た
が
、
高
品
質
の
結
晶
を
確
実

に
作
る
方
法
が
な
か
っ
た
。
当
時
大
学
院
生

だ
っ
た
天
野
さ
ん
は
赤
﨑
研
究
室
で
数
千

回
に
及
ぶ
実
験
を
重
ね
、
日
々
失
敗
の
連
続

だ
っ
た
と
い
う
。
そ
ん
な
あ
る
日
、
そ
の
大

き
な
壁
を
打
ち
破
る
出
来
事
が
起
こ
る
。
そ

の
時
の
こ
と
を
天
野
さ
ん
は
こ
う
話
し
て

く
れ
た
。

　
「
窒
化
ガ
リ
ウ
ム
の
結
晶
化
は
偶
然
成
功

し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
―
ド
が
広
く
伝
わ
っ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
あ
れ
は
決
し
て
偶
然

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
確
か
に
実
験
中
、
炉
が

必
要
な
温
度
ま
で
上
が
ら
な
く
な
っ
た
の

は
事
実
で
す
が
、
私
が
低
い
温
度
で
も
や
ろ

う
と
し
た
の
は
、
澤
木
宣
彦
先
生
（
現
・
愛

知
工
業
大
学
教
授
）
の
話
が
頭
に
残
っ
て
い

た
か
ら
な
ん
で
す
。
研
究
室
に
は
若
い
澤

木
先
生
や
平
松
和
政
先
生
（
現
・
三
重
大

２
０
１
４
年
、
青
色
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド（
L
E
D
）の

開
発
で
、
名
城
大
学
の
赤
﨑
勇
さ
ん
、
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
大
学
の
中
村
修
二
さ
ん
と
と
も
に
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
名
古
屋
大
学
の
天
野
浩
さ

ん
。実
験
に
明
け
暮
れ
る
日
々
は
大
変
な
こ
と
も

あ
っ
た
が
、
楽
し
か
っ
た
と
笑
顔
で
語
る
天
野
さ
ん

に
、
青
色
L
E
D
開
発
に
か
け
た
思
い
と
次
代
を
担

う
学
生
に
向
け
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
聞
き
し
た
。

名古屋大学大学院工学研究科教授

天野 浩

青
色
L
E
D
の
発
見
は
決
し
て

偶
然
で
は
な
い
。
侃
々
諤
々
の

日
々
の
議
論
か
ら
生
ま
れ
た

大
切
な
の
は
自
分
で
考
え
、

そ
の
実
現
に
向
け
全
力
を
尽
く
す
こ
と
。

高
大
接
続
を
強
く
意
識
し
た
入
試
設
計
。

多
様
な
講
義
で
多
角
的
に
評
価
・
選
抜
す
る

入
試
の
結
果
を
、知
の
応
用
追
究
と
い
う
形
で

今
後
の
教
育
改
革
に
生
か
し
た
い
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学
教
授
）
な
ど
が
所
属
さ
れ
て
お
り
、
色
々

な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
時
に
は
自

分
か
ら
議
論
を
吹
き
か
け
て
み
た
り
、
毎
日

侃
々
諤
々
。
そ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
中
で
澤
木
先
生
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う

な
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
試
し
て
み
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
決
し
て
偶

然
と
か
、
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
や
っ
た
わ
け
で

す
。
で
も
そ
の
結
果
、
無
色
透
明
な
窒
化
ガ

リ
ウ
ム
の
結
晶
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
、
本

当
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
ん
な
方
法
で

本
当
に
実
現
で
き
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
。
こ
こ
か
ら
赤
﨑
先
生
と

一
緒
に
『
低
温
バ
ッ
フ
ァ
層
技
術
』
を
開
発

し
、
こ
の
後
、
多
く
の
研
究
者
や
企
業
の
力

に
よ
り
製
品
化
さ
れ
、
今
日
の
L
E
D
の

発
展
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
」

　

青
色
L
E
D
は
様
々
な
分
野
で
可
能
性

を
広
げ
、
地
球
規

模
で
拡
大
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ

の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
天
野

さ
ん
は
今
後
、
こ

の
青
色
L
E
D
の

さ
ら
な
る
研
究
を

進
め
、
そ
れ
を
社

会
に
活
か
し
た
い

と
言
う
。

　
「
青
色
L
E
D

に
関
し
て
学
生
の

頃
に
考
え
て
い
た

の
は
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
な
ん
で
す
ね
。

当
時
、デ
ィ
ス
プ
レ

イ
は
ブ
ラ
ウ
ン
管

し
か
な
く
て
、
非

常
に
大
き
な
も
の

だ
っ
た
の
で
、
こ

れ
を
何
と
か
小
さ
く
し
た
い
、
薄
く
し
た

い
と
い
う
の
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た

ん
で
す
。
ま
さ
か
L
E
D
が
照
明
に
ま
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
は
少
し
視
野
が
広
く
な
っ

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
、
地
球
規
模
の
問

題
に
何
か
貢
献
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ

れ
ば
、
日
本
で
は
L
E
D
照
明
に
よ
っ
て

２
０
２
０
年
ま
で
に
７
％
の
省
エ
ネ
効
果

が
得
ら
れ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、

研
究
し
て
い
る
の
は
、
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
で
、
よ
り
快
適
な
生
活
を
実
現
す
る
の

に
、
L
E
D
は
非
常
に
可
能
性
の
高
い
材

料
な
の
で
、
何
と
か
省
エ
ネ
を
実
用
化
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
直
流
を
交

流
に
変
換
す
る
と
か
、
交
流
を
直
流
に
変
換

す
る
回
路
の
中
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
し
て

使
う
と
、
従
来
使
わ
れ
て
い
る
シ
リ
コ
ン
の

パ
ワ
―
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
比
べ
て
理
論
上
、

損
失
が
１
／
６
以
下
、
１
／
10
程
度
ま
で
少

な
く
で
き
る
の
で
、
高
い
省
エ
ネ
効
果
を
期

待
で
き
ま
す
。
名
古
屋
大
学
の
グ
ル
ー
プ
で

は
こ
の
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
省
エ
ネ

効
果
を
9.8
％
と
試
算
し
て
い
て
、
L
E
D

の
省
エ
ネ
効
果
の
７
％
と
合
わ
せ
る
と
16

か
ら
17
％
ぐ
ら
い
で
す
。
原
発
が
２
０
１
１

年
前
ま
で
に
発
電
し
て
い
た
割
合
が
全
体

の
約
30
％
で
す
の
で
、
こ
の
新
し
い
材
料
系

で
、
そ
の
う
ち
の
半
分
以
上
の
省
エ
ネ
が
実

現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
L
E
D
は
電
力
を
光
に
変
換
す
る

も
の
で
す
が
、
そ
の
逆
も
で
き
る
わ
け
で

す
。
光
を
電
力
に
す
る
。
要
す
る
に
太
陽
電

池
で
す
ね
。
今
、
最
も
高
性
能
な
太
陽
電
池

は
多
接
合
太
陽
電
池
と
い
っ
て
、
違
う
材
料

を
３
層
と
か
４
層
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
効
率
を
上
げ
て
い
ま
す
。
現
状
は

40
数
％
と
い
う
の
が
世
界
ト
ッ
プ
の
効
率

で
す
。
た
だ
し
１
、２
セ
ン
チ
角
と
す
ご
く

小
さ
く
、
レ
ン
ズ
で
集
光
す
る
の
で
、
い
く

ら
効
率
が
高
く
て
も
あ
ま
り
多
く
の
電
力

は
作
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
L
E
D
の
材
料

系
を
工
夫
し
て
大
面
積
で
作
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
例
え
ば
家
１
軒
分
賄

え
る
よ
う
な
非
常
に
効
率
の
高
い
太
陽
電

池
が
理
論
上
で
き
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
実
現

を
目
指
す
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
」

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
後
も
研
究
に
邁
進
す

る
天
野
さ
ん
だ
が
、
自
ら
の
研
究
と
と
も

に
、
有
能
な
研
究
者
を
育
て
る
教
育
者
と
し

て
の
努
力
も
伺
っ
て
み
た
。

　
「
私
は
赤
﨑
先
生
と
と
も
に
名
城
大
学
に

移
っ
た
の
で
、
国
立
大
学
と
私
立
大
学
を
体

験
し
た
の
で
す
が
、
教
員
の
研
究
に
対
す
る

時
間
と
か
労
力
と
い
う
の
は
だ
い
ぶ
違
い

ま
し
た
。
私
が
名
城
大
学
に
い
た
時
は
、
多

い
時
に
は
半
期
の
セ
メ
ス
タ
ー
で
10
コ
マ

の
授
業
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
１
日
２
コ
マ

×
５
で
す
ね
。
要
す
る
に
毎
日
講
義
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
研
究
に
集
中

す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
何
と
か
指
導

し
て
学
生
に
任
せ
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
若
い
世
代
の
人
達
が
育
っ
て
く
れ
て
、

そ
れ
は
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
再
び

名
古
屋
大
学
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
講
義
の
コ

マ
数
が
減
っ
た
た
め
、
学
生
と
話
し
合
う
時

間
が
多
く
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

も
そ
う
で
し
た
が
、
研
究
に
お
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
と
て
も
重
要
で
す
。
教
員
と

学
生
が
一
緒
に
研
究
を
進
め
る
と
い
う
点

で
は
、
国
立
大
学
の
シ
ス
テ
ム
は
非
常
に
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
最
近
の
学
生
は
１

人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
あ

る
程
度
方
向
性
さ
え
伝
え
れ
ば
、
あ
と
は

全
部
自
分
で
考
え
て
く
れ
る
と
い
う
の
を

感
じ
ま
す
。
私
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
や
は
り
自
分
の
力
で
考
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
ど
の
学
生
に
も
口
を
酸
っ

ぱ
く
し
て
言
っ
て
ま
す
。

　

そ
れ
と
も
う
１
点
、
昔
は
研
究
費
が
少

な
く
、
科
研
費
が
通
る
の
に
か
な
り
時
間

が
か
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
研
究
室
で
年
間

３
０
０
万
円
く
ら
い
の
予
算
で
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
必
然
的
に
装
置
は
買
え
な
い
か

ら
自
分
で
作
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
自
分
で
装

置
を
作
る
か
ら
、
装
置
の
こ
と
も
理
解
で
き

た
し
、
い
ろ
い
ろ
改
造
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
時
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
赤
﨑
研
究
室
の
前
身
は
戦

後
ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
し
た
有
住
研
究
室

で
、
有
住
徹
弥
先
生
は
日
本
で
初
め
て
ゲ
ル

マ
ニ
ウ
ム
の
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ラ
ジ
オ
を
作
っ
た
方
で

す
が
、
一
か
ら
す
べ
て
を

始
め
る
と
い
う
研
究
ス
タ

イ
ル
な
の
で
す
。
分
か
ら

な
い
こ
と
は
自
分
で
試
し

て
み
る
と
い
う
伝
統
が
赤

﨑
研
究
室
に
も
し
っ
か
り

受
け
継
が
れ
て
い
て
、
私

の
場
合
、
そ
れ
が
非
常
に

役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
今
の
学
生
に
も
失

敗
を
恐
れ
ず
、
自
分
で
考

L
E
D
は
無
限
の
可
能
性
を
持
つ
。

さ
ら
に
研
究
を
進
め
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
貢
献
し
た
い

え
、
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
欲
し

い
。
せ
っ
か
く
大
学
に
入
っ
て
自
由
に
研
究

で
き
る
立
場
だ
か
ら
、
時
間
が
か
か
っ
て
も

自
分
の
思
う
存
分
や
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
」

　

最
後
に
今
の
学
生
に
期
待
す
る
こ
と
を

尋
ね
て
み
た
。

　
「
今
の
学
生
と
我
々
の
頃
と
の
一
番
の
違

い
は
、
や
は
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
す
。
パ

ソ
コ
ン
で
検
索
す
れ
ば
、
必
要
な
情
報
が
出

て
き
て
し
ま
う
の
で
す
。
そ
れ
が
す
べ
て
で

は
な
い
の
に
、
そ
れ
が
頭
の
中
に
入
っ
て
、

そ
れ
以
上
考
え
な
い
と
い
う
、
印
象
を
受
け

ま
す
。
情
報
が
安
易
に
手
に
入
る
の
は
、
良

い
こ
と
な
ん
で
し
ょ
う
け
れ
ど
、
我
々
の
世

代
は
、
全
部
図
書
館
な
ど
で
探
し
ま
し
た
か

ら
。
若
い
人
た
ち
も
色
々
な
問
題
意
識
を

持
っ
て
い
る
と
思
う
の
で
、
ま
ず
自
分
の
で

き
る
こ
と
を
考
え
、
テ
ー
マ
設
定
を
し
て
、

そ
の
課
題
解
決
、
実
現
に
向
っ
て
全
力
で
取

り
組
ん
で
欲
し
い
。
環
境
問
題
、
健
康
問
題
、

食
料
問
題
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
と
か
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
超
え
る
よ
う
な
も
の
を
ど

う
や
っ
て
生
み
出
し
て
い
く
か
と
か
。
我
々

は
そ
れ
を
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
立
場
で

す
か
ら
、
是
非
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
大
学
教

員
に
ぶ
つ
け
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
」

国
立
大
学
の
良
さ
は
研
究
に

集
中
で
き
る
こ
と
。
学
生
と
教
員
が

親
密
に
研
究
を
進
め
ら
れ
る

学
生
は
ま
ず
自
分
で
考
え
、

テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
そ
の
解
決
、

実
現
に
向
け
突
き
進
ん
で
欲
し
い
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学
教
授
）
な
ど
が
所
属
さ
れ
て
お
り
、
色
々

な
話
を
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
時
に
は
自

分
か
ら
議
論
を
吹
き
か
け
て
み
た
り
、
毎
日

侃
々
諤
々
。
そ
う
し
た
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

の
中
で
澤
木
先
生
が
ヒ
ン
ト
に
な
る
よ
う

な
こ
と
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
そ
れ

を
試
し
て
み
た
ん
で
す
。
だ
か
ら
決
し
て
偶

然
と
か
、
た
ま
た
ま
そ
う
な
っ
た
わ
け
で
は

な
く
、
し
っ
か
り
と
考
え
て
や
っ
た
わ
け
で

す
。
で
も
そ
の
結
果
、
無
色
透
明
な
窒
化
ガ

リ
ウ
ム
の
結
晶
が
で
き
上
が
っ
た
の
で
、
本

当
に
驚
き
ま
し
た
。
ま
さ
か
こ
ん
な
方
法
で

本
当
に
実
現
で
き
る
と
は
思
っ
て
も
み
ま

せ
ん
で
し
た
か
ら
。
こ
こ
か
ら
赤
﨑
先
生
と

一
緒
に
『
低
温
バ
ッ
フ
ァ
層
技
術
』
を
開
発

し
、
こ
の
後
、
多
く
の
研
究
者
や
企
業
の
力

に
よ
り
製
品
化
さ
れ
、
今
日
の
L
E
D
の

発
展
に
つ
な
が
っ
た
わ
け
で
す
」

　

青
色
L
E
D
は
様
々
な
分
野
で
可
能
性

を
広
げ
、
地
球
規

模
で
拡
大
す
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
問
題
へ

の
活
用
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
天
野

さ
ん
は
今
後
、
こ

の
青
色
L
E
D
の

さ
ら
な
る
研
究
を

進
め
、
そ
れ
を
社

会
に
活
か
し
た
い

と
言
う
。

　
「
青
色
L
E
D

に
関
し
て
学
生
の

頃
に
考
え
て
い
た

の
は
、
デ
ィ
ス
プ

レ
イ
な
ん
で
す
ね
。

当
時
、デ
ィ
ス
プ
レ

イ
は
ブ
ラ
ウ
ン
管

し
か
な
く
て
、
非

常
に
大
き
な
も
の

だ
っ
た
の
で
、
こ

れ
を
何
と
か
小
さ
く
し
た
い
、
薄
く
し
た

い
と
い
う
の
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
だ
っ
た

ん
で
す
。
ま
さ
か
L
E
D
が
照
明
に
ま
で

使
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
今
は
少
し
視
野
が
広
く
な
っ

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
問
題
、
地
球
規
模
の
問

題
に
何
か
貢
献
で
き
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
シ
ン
ク
タ
ン
ク
に
よ

れ
ば
、
日
本
で
は
L
E
D
照
明
に
よ
っ
て

２
０
２
０
年
ま
で
に
７
％
の
省
エ
ネ
効
果

が
得
ら
れ
る
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
、

研
究
し
て
い
る
の
は
、
少
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
で
、
よ
り
快
適
な
生
活
を
実
現
す
る
の

に
、
L
E
D
は
非
常
に
可
能
性
の
高
い
材

料
な
の
で
、
何
と
か
省
エ
ネ
を
実
用
化
し
よ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
直
流
を
交

流
に
変
換
す
る
と
か
、
交
流
を
直
流
に
変
換

す
る
回
路
の
中
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
し
て

使
う
と
、
従
来
使
わ
れ
て
い
る
シ
リ
コ
ン
の

パ
ワ
―
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
と
比
べ
て
理
論
上
、

損
失
が
１
／
６
以
下
、
１
／
10
程
度
ま
で
少

な
く
で
き
る
の
で
、
高
い
省
エ
ネ
効
果
を
期

待
で
き
ま
す
。
名
古
屋
大
学
の
グ
ル
ー
プ
で

は
こ
の
パ
ワ
ー
デ
バ
イ
ス
に
よ
る
省
エ
ネ

効
果
を
9.8
％
と
試
算
し
て
い
て
、
L
E
D

の
省
エ
ネ
効
果
の
７
％
と
合
わ
せ
る
と
16

か
ら
17
％
ぐ
ら
い
で
す
。
原
発
が
２
０
１
１

年
前
ま
で
に
発
電
し
て
い
た
割
合
が
全
体

の
約
30
％
で
す
の
で
、
こ
の
新
し
い
材
料
系

で
、
そ
の
う
ち
の
半
分
以
上
の
省
エ
ネ
が
実

現
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
L
E
D
は
電
力
を
光
に
変
換
す
る

も
の
で
す
が
、
そ
の
逆
も
で
き
る
わ
け
で

す
。
光
を
電
力
に
す
る
。
要
す
る
に
太
陽
電

池
で
す
ね
。
今
、
最
も
高
性
能
な
太
陽
電
池

は
多
接
合
太
陽
電
池
と
い
っ
て
、
違
う
材
料

を
３
層
と
か
４
層
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
効
率
を
上
げ
て
い
ま
す
。
現
状
は

40
数
％
と
い
う
の
が
世
界
ト
ッ
プ
の
効
率

で
す
。
た
だ
し
１
、２
セ
ン
チ
角
と
す
ご
く

小
さ
く
、
レ
ン
ズ
で
集
光
す
る
の
で
、
い
く

ら
効
率
が
高
く
て
も
あ
ま
り
多
く
の
電
力

は
作
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
L
E
D
の
材
料

系
を
工
夫
し
て
大
面
積
で
作
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
例
え
ば
家
１
軒
分
賄

え
る
よ
う
な
非
常
に
効
率
の
高
い
太
陽
電

池
が
理
論
上
で
き
る
ん
で
す
よ
。
そ
の
実
現

を
目
指
す
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
」

　

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
後
も
研
究
に
邁
進
す

る
天
野
さ
ん
だ
が
、
自
ら
の
研
究
と
と
も

に
、
有
能
な
研
究
者
を
育
て
る
教
育
者
と
し

て
の
努
力
も
伺
っ
て
み
た
。

　
「
私
は
赤
﨑
先
生
と
と
も
に
名
城
大
学
に

移
っ
た
の
で
、
国
立
大
学
と
私
立
大
学
を
体

験
し
た
の
で
す
が
、
教
員
の
研
究
に
対
す
る

時
間
と
か
労
力
と
い
う
の
は
だ
い
ぶ
違
い

ま
し
た
。
私
が
名
城
大
学
に
い
た
時
は
、
多

い
時
に
は
半
期
の
セ
メ
ス
タ
ー
で
10
コ
マ

の
授
業
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。
１
日
２
コ
マ

×
５
で
す
ね
。
要
す
る
に
毎
日
講
義
し
て
い

る
わ
け
で
す
。
そ
う
し
た
中
で
研
究
に
集
中

す
る
の
は
な
か
な
か
難
し
く
、
何
と
か
指
導

し
て
学
生
に
任
せ
た
の
で
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
若
い
世
代
の
人
達
が
育
っ
て
く
れ
て
、

そ
れ
は
そ
れ
で
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
再
び

名
古
屋
大
学
に
戻
っ
た
と
こ
ろ
、
講
義
の
コ

マ
数
が
減
っ
た
た
め
、
学
生
と
話
し
合
う
時

間
が
多
く
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
私

も
そ
う
で
し
た
が
、
研
究
に
お
い
て
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
は
と
て
も
重
要
で
す
。
教
員
と

学
生
が
一
緒
に
研
究
を
進
め
る
と
い
う
点

で
は
、
国
立
大
学
の
シ
ス
テ
ム
は
非
常
に
良

い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
最
近
の
学
生
は
１

人
ひ
と
り
が
し
っ
か
り
し
て
い
る
の
で
、
あ

る
程
度
方
向
性
さ
え
伝
え
れ
ば
、
あ
と
は

全
部
自
分
で
考
え
て
く
れ
る
と
い
う
の
を

感
じ
ま
す
。
私
が
大
事
に
し
て
い
る
こ
と

は
、
や
は
り
自
分
の
力
で
考
え
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
そ
れ
は
ど
の
学
生
に
も
口
を
酸
っ

ぱ
く
し
て
言
っ
て
ま
す
。

　

そ
れ
と
も
う
１
点
、
昔
は
研
究
費
が
少

な
く
、
科
研
費
が
通
る
の
に
か
な
り
時
間

が
か
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
研
究
室
で
年
間

３
０
０
万
円
く
ら
い
の
予
算
で
研
究
を
行

い
ま
し
た
。
必
然
的
に
装
置
は
買
え
な
い
か

ら
自
分
で
作
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
自
分
で
装

置
を
作
る
か
ら
、
装
置
の
こ
と
も
理
解
で
き

た
し
、
い
ろ
い
ろ
改
造
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
時
も
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
対
応
で
き
ま
し

た
。
そ
も
そ
も
赤
﨑
研
究
室
の
前
身
は
戦

後
ま
も
な
く
ス
タ
ー
ト
し
た
有
住
研
究
室

で
、
有
住
徹
弥
先
生
は
日
本
で
初
め
て
ゲ
ル

マ
ニ
ウ
ム
の
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
ラ
ジ
オ
を
作
っ
た
方
で

す
が
、
一
か
ら
す
べ
て
を

始
め
る
と
い
う
研
究
ス
タ

イ
ル
な
の
で
す
。
分
か
ら

な
い
こ
と
は
自
分
で
試
し

て
み
る
と
い
う
伝
統
が
赤

﨑
研
究
室
に
も
し
っ
か
り

受
け
継
が
れ
て
い
て
、
私

の
場
合
、
そ
れ
が
非
常
に

役
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
今
の
学
生
に
も
失

敗
を
恐
れ
ず
、
自
分
で
考
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は
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限
の
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を
持
つ
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に
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に
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に
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の
学
生
と
我
々
の
頃
と
の
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要
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の
で
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　北見工業大学では留学生、日本人学生、教

職員、市民との交流の場として、「インターナ

ショナルCアワー」を毎月開催している。C

アワーの“C”は、Conversation, Culture, 

Cookie, Coffeeなどの意味で、気軽に交流

できるようにと名付けられた。Cアワーでは、

餅つきなどの伝統行事を通して日本文化への

理解を深めるほか、市民を講師に招き、三味

線などの技芸を学び、伝承する場としても活

用される。学生によるコンサート、諸外国に

関する情報発信などもあり、これを機に地域

行事に参加する学生も多い。大学と市民との

交流や異文化理解の場として重要な役割を担

い、国際交流の促進に貢献している。
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大学内にオープンした
英会話学校「英語習得院」

　2015年春、福岡教育大学にオープンした「英語

習得院」。英語コミュニケーション力向上のための、

大学内の英会話学校で、授業の空き時間を使って

参加する。英語が苦手な学生から留学を目指す学

生まで4レベルの講座がある。講師はベテランの日

本人及び外国人講師で、学生の負担は数回のテス

ト料金のみ。初年度は約400名の申し込みがあり、

プレイスメントテストでレベル分けをし、週74コマ

の授業の中から各自2コマ（各50分）を通年48回

受講する。授業はテキストを使用せず、長年イン

プットしてきた英語をアウトプットする場となる。

　今後、学生のみならず現職小学校教員も含め、

英語コミュニケーション力をアップする場として活

用することが期待されている。

2018年の創立100周年に向け、
竣工が待たれる「100周年キャンパス」

　電気通信大学は、1918年に無線電信講習

所として東京市麻布区飯倉町に産声を上げ、

２年後に目黒に校舎を移し、1945年に中央無

線電信講習所と改称。1949年に電気通信大

学と名称を改め、1952年に調布へ移転した。

　2018年には創立100周年を迎え、記念の

式典、祝賀会、シンポジウム、講演会などを

開催するほか、記念碑の建立や記念植樹を計

画している。新設する小島町地区の「100周

年キャンパス」には、留学生と日本人学生が交

流できる学生寮や、産業界や海外の研究者と

の共同研究を活性化する共同研究施設棟が

2017年3月に竣工する予定だ。今後もユニー

クでエキサイティングなキャンパスとして、さ

らなる発展を目指していく。
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　山口大学と鹿児島大学は2012年、国立大学

では初めてとなる共同獣医学部を設置した。その

教育理念は、国際水準の獣医学教育を体系的に

創出・実践し，専門性の高い獣医師を養成するこ

とにある。山口大学ではこの理念を実行するため、

2015年3月、「iCOVER（International Center 

of Veterinary Education and Research）」を

新設した。

　センターには、形態学系実習室、機能学系実習

室、感染症学系実習室を備え、欧米水準の獣医

学教育に対応した獣医学教育プログラムの開発を

行うとともに、基礎研究から応用・臨床研究へ至る

研究の育成と促進が可能となっている。

　北陸地域の活性化を目指した「産・学・官・金」の

連携活動を積極的に推進する北陸先端科学技術

大学院大学。2015年2月に産学連携本部などが

中心となり、「『北陸メッセに向けて』Matching 

HUB Kanazawa 2015」を金沢市内で開催した。

　大学、企業、行政・支援機関、金融機関の連携

で地域の企業ニーズに合った技術シーズを紹介し、

ビジネスチャンスを広げることを目的としたこのイ

ベントには、700名以上が参加し、国公私立13

大学のほか、海外も含め企業、研究機関、大学か

ら166ブースの出展があった。企業経営者の特別

講演やパネル出展者が会場にて行う「1分間プレゼ

ン」も行われた。回を重ねるごとに出展者・参加者

が増え、さらなる内容の充実が期待される。
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北陸先端科学技術大学院大学

　東日本大震災の被災地にある総合大学として、復

興に向け多種多様な活動に取り組んできた東北大

学。2015年3月、仙台市で過去最大規模の国際会議

「第３回国連防災世界会議」が開催され、同大学では

会場の提供、学生ボランティアの派遣などのほか、こ

れまでの復興の取組を発信するため、50数件のシン

ポジウムやセミナー等を実施した。そのうち「東北大

学復興シンポジウム」では、潘基文国連事務総長から、

同大学への設置が決まった「災害統計グローバルセ

ンター」に対し“新たなグローバル災害リスク削減に向

けた取組として大変期待している”との言葉を受けた。

　これを一つの契機に、東北大学は地域社会との連

携のもと、東北の復興と日本の新生を力強く推進し、

世界の防災・減災の発展に貢献していく。
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　神戸大学学生ボランティア支援室が実施してい

る「神戸大学東北ボランティアバス」。2011年の4

月から延べ1,000人以上の学生、教職員を岩手県

沿岸部に派遣してきた。バスに定員いっぱいの40

数人を乗せ、神戸から約16時間かけて現地へ向

かう。当初は宿舎が確保できず、遠野市から片道

1時間半かけて通ったが、活動の縁で、陸前高田

市内の公民館を拠点に直接活動できるようになっ

た。2年目には大槌・釜石キャンプを設置し、陸前

高田キャンプとの2拠点態勢とした。活動内容は、

肉体労働中心の「ハード事業」から、対人的な「ソ

フト事業」へと移りつつある。中心となるのは足湯

と手芸活動「まけないぞう」。いずれも「個人と個人

の関係」を築くツールとして活用されている。

　群馬大学が2014年度に設立した「未来先端研究機

構」では、重粒子線治療を核とした統合腫瘍学と内

分泌代謝・シグナル学の２つの分野での研究の充実

を図っている。さらに、海外から研究者を招き、グロー

バルな環境下での研究を推進している。

　2015年2月、第１回未来先端研究機構国際シンポ

ジウムを開催。参画する米国のハーバード大学の関

連医療機関マサチューセッツ総合病院、スウェーデ

ンのカロリンスカ研究所、ベルギーのリエージュ大学

などの研究者による講演や討論が行われ、盛況のう

ちに幕を閉じた。

　学長のリーダーシップのもと、機動的・戦略的運営

を行うとともに、世界トップレベルの研究者からな

る国際アドバイザリーボードを設置。ここから世界

的な研究成果が創出され、世界レベルの研究拠点と

なることを目指している。
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プレイスメントテストを受ける学生たち。

地域住民から絵手紙を教わる留学生。
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特別講演を行った潘基文国連事務総長（右）と
里見進東北大学総長。
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　北見工業大学では留学生、日本人学生、教

職員、市民との交流の場として、「インターナ

ショナルCアワー」を毎月開催している。C

アワーの“C”は、Conversation, Culture, 

Cookie, Coffeeなどの意味で、気軽に交流

できるようにと名付けられた。Cアワーでは、

餅つきなどの伝統行事を通して日本文化への

理解を深めるほか、市民を講師に招き、三味

線などの技芸を学び、伝承する場としても活

用される。学生によるコンサート、諸外国に

関する情報発信などもあり、これを機に地域

行事に参加する学生も多い。大学と市民との

交流や異文化理解の場として重要な役割を担

い、国際交流の促進に貢献している。
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　2015年春、福岡教育大学にオープンした「英語

習得院」。英語コミュニケーション力向上のための、

大学内の英会話学校で、授業の空き時間を使って

参加する。英語が苦手な学生から留学を目指す学

生まで4レベルの講座がある。講師はベテランの日

本人及び外国人講師で、学生の負担は数回のテス

ト料金のみ。初年度は約400名の申し込みがあり、

プレイスメントテストでレベル分けをし、週74コマ

の授業の中から各自2コマ（各50分）を通年48回

受講する。授業はテキストを使用せず、長年イン

プットしてきた英語をアウトプットする場となる。

　今後、学生のみならず現職小学校教員も含め、

英語コミュニケーション力をアップする場として活

用することが期待されている。

2018年の創立100周年に向け、
竣工が待たれる「100周年キャンパス」

　電気通信大学は、1918年に無線電信講習

所として東京市麻布区飯倉町に産声を上げ、

２年後に目黒に校舎を移し、1945年に中央無

線電信講習所と改称。1949年に電気通信大

学と名称を改め、1952年に調布へ移転した。

　2018年には創立100周年を迎え、記念の

式典、祝賀会、シンポジウム、講演会などを

開催するほか、記念碑の建立や記念植樹を計

画している。新設する小島町地区の「100周

年キャンパス」には、留学生と日本人学生が交

流できる学生寮や、産業界や海外の研究者と

の共同研究を活性化する共同研究施設棟が

2017年3月に竣工する予定だ。今後もユニー

クでエキサイティングなキャンパスとして、さ

らなる発展を目指していく。
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　山口大学と鹿児島大学は2012年、国立大学

では初めてとなる共同獣医学部を設置した。その

教育理念は、国際水準の獣医学教育を体系的に

創出・実践し，専門性の高い獣医師を養成するこ

とにある。山口大学ではこの理念を実行するため、

2015年3月、「iCOVER（International Center 

of Veterinary Education and Research）」を

新設した。

　センターには、形態学系実習室、機能学系実習

室、感染症学系実習室を備え、欧米水準の獣医

学教育に対応した獣医学教育プログラムの開発を

行うとともに、基礎研究から応用・臨床研究へ至る

研究の育成と促進が可能となっている。

　北陸地域の活性化を目指した「産・学・官・金」の

連携活動を積極的に推進する北陸先端科学技術

大学院大学。2015年2月に産学連携本部などが

中心となり、「『北陸メッセに向けて』Matching 

HUB Kanazawa 2015」を金沢市内で開催した。

　大学、企業、行政・支援機関、金融機関の連携

で地域の企業ニーズに合った技術シーズを紹介し、

ビジネスチャンスを広げることを目的としたこのイ

ベントには、700名以上が参加し、国公私立13

大学のほか、海外も含め企業、研究機関、大学か

ら166ブースの出展があった。企業経営者の特別

講演やパネル出展者が会場にて行う「1分間プレゼ

ン」も行われた。回を重ねるごとに出展者・参加者

が増え、さらなる内容の充実が期待される。
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　東日本大震災の被災地にある総合大学として、復

興に向け多種多様な活動に取り組んできた東北大

学。2015年3月、仙台市で過去最大規模の国際会議

「第３回国連防災世界会議」が開催され、同大学では

会場の提供、学生ボランティアの派遣などのほか、こ

れまでの復興の取組を発信するため、50数件のシン

ポジウムやセミナー等を実施した。そのうち「東北大

学復興シンポジウム」では、潘基文国連事務総長から、

同大学への設置が決まった「災害統計グローバルセ

ンター」に対し“新たなグローバル災害リスク削減に向

けた取組として大変期待している”との言葉を受けた。

　これを一つの契機に、東北大学は地域社会との連

携のもと、東北の復興と日本の新生を力強く推進し、

世界の防災・減災の発展に貢献していく。
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　神戸大学学生ボランティア支援室が実施してい

る「神戸大学東北ボランティアバス」。2011年の4

月から延べ1,000人以上の学生、教職員を岩手県

沿岸部に派遣してきた。バスに定員いっぱいの40

数人を乗せ、神戸から約16時間かけて現地へ向

かう。当初は宿舎が確保できず、遠野市から片道

1時間半かけて通ったが、活動の縁で、陸前高田

市内の公民館を拠点に直接活動できるようになっ

た。2年目には大槌・釜石キャンプを設置し、陸前

高田キャンプとの2拠点態勢とした。活動内容は、

肉体労働中心の「ハード事業」から、対人的な「ソ

フト事業」へと移りつつある。中心となるのは足湯

と手芸活動「まけないぞう」。いずれも「個人と個人

の関係」を築くツールとして活用されている。

　群馬大学が2014年度に設立した「未来先端研究機

構」では、重粒子線治療を核とした統合腫瘍学と内

分泌代謝・シグナル学の２つの分野での研究の充実

を図っている。さらに、海外から研究者を招き、グロー

バルな環境下での研究を推進している。

　2015年2月、第１回未来先端研究機構国際シンポ

ジウムを開催。参画する米国のハーバード大学の関

連医療機関マサチューセッツ総合病院、スウェーデ

ンのカロリンスカ研究所、ベルギーのリエージュ大学

などの研究者による講演や討論が行われ、盛況のう

ちに幕を閉じた。

　学長のリーダーシップのもと、機動的・戦略的運営

を行うとともに、世界トップレベルの研究者からな

る国際アドバイザリーボードを設置。ここから世界

的な研究成果が創出され、世界レベルの研究拠点と

なることを目指している。

世
界
に
開
か
れ
た

国
際
的
研
究
拠
点
を
目
指
す

「
未
来
先
端
研
究
機
構
」

キ
ッ
ク
オ
フ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
。

出
展
パ
ネ
ル
会
場
を
訪
れ
る
来
場
者
。

被
災
者
に
語
り
か
け
な
が
ら
足
湯
を
提
供
す
る
。

プレイスメントテストを受ける学生たち。

地域住民から絵手紙を教わる留学生。

期
待
さ
れ
る「
獣
医
学
国
際
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー（iC

O
V

ER

）」。

特別講演を行った潘基文国連事務総長（右）と
里見進東北大学総長。

小
島
町
地
区「
１
０
０
周
年
キ
ャ
ン
パ
ス
」

の
完
成
予
定
図
。

D
isco

v
ery

 N
atio

n
al U

n
iv

ersity

1112



　

奈
良
教
育
大
学
保
健
体
育
専
修
２
年

の
加
後
美
咲
さ
ん
が
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

を
始
め
た
の
は
中
学
１
年
の
時
。
３
歳

か
ら
水
泳
を
習
い
、
小
学
校
で
は
陸
上

部
に
所
属
し
て
い
た
が
、
チ
ー
ム
ケ
ン

ズ
京
都
と
い
う
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
チ
ー

ム
の
監
督
に
声
を
か
け
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
こ
の
世
界
に
入
っ
た
。

　

人
一
倍
努
力
家
の
彼
女
は
、
中
学
２
年

の
時
に
全
国
大
会
で
優
勝
、
高
校
２
年

の
時
の
ジ
ュ
ニ
ア
世
界
選
手
権
で
は
落

車
で
35
位
だ
っ
た
が
、ジ
ュ
ニ
ア
ア
ジ
ア

選
手
権
で
は
４
位
と
い
う
成
績
を
残
し

た
。

　
「
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
出
場
」と
い
う
大
き
な
夢
を
持
つ
彼

女
に
は
、「
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
」

と
い
う
も
う
１
つ
の
夢
が
あ
り
、
そ
の

夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
競
技
を
一
時
休

止
し
て
受
験
勉
強
に
励
み
、
目
標
の
奈

良
教
育
大
学
に
合
格
し
た
。

　

合
格
後
す
ぐ
に
チ
ー
ム
に
戻
り
、
練

習
を
再
開
し
た
加
後
さ
ん
。
片
道
２
時

間
弱
の
通
学
と
朝
か
ら
夕
方
ま
で
の
講

義
、
帰
宅
後
は
毎
日
３
種
目
の
練
習
と

い
う
ハ
ー
ド
な
生
活
を
両
立
さ
せ
て
い

る
。
ブ
ラ
ン
ク
を
乗
り
越
え
、
１
年
の

時
ジ
ュ
ニ
ア
ア
ジ
ア
選
手
権
で
８
位
、

日
本
学
生
選
手
権
で
３
位
、
そ
し
て
初

出
場
し
た
日
本
選
手
権
で
は
13
位
と
い

う
結
果
だ
っ
た
。

　

小
さ
な
体
か
ら
は
想
像
で
き
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
強
靭
な
精
神
力
で
、
最
後

ま
で
諦
め
ず
に
逆
転
し
て
表
彰
台
を
掴

む
一
方
、
小
学
生
へ
の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ

ン
の
指
導
で
細
や
か
な
心
遣
い
を
見
せ

る
彼
女
は
、
２
つ
の
大
き
な
夢
を
追
い

か
け
、
毎
日
充
実
し
た
学
生
生
活
を

送
っ
て
い
る
。

　

東
京
工
業
大
学
工
学
部
機
械
宇
宙

学
科
３
年
（
当
時
）
の
松
井
将
器
さ
ん

は
、
２
０
１
５
年
の
第
91
回
箱
根
駅

伝
に
、
関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
と
し
て
出
場
し
、
往
路
第
９

区(

戸
塚
～
鶴
見)

を
１
時
間
12
分
08
秒

の
タ
イ
ム
で
見
事
完
走
し
た
。

　

箱
根
駅
伝
は
歴
史
あ
る
大
学
対
校

駅
伝
で
、
出
場
枠
を
か
け
て
毎
年
熾

烈
な
争
い
が
行
わ
れ
て
い
る
。
出
場

校
は
、
前
年
大
会
の
上
位
10
チ
ー
ム

（
シ
ー
ド
校
）と
秋
の
予
選
会
の
上
位
10

チ
ー
ム
、
そ
れ
に
出
場
を
逃
し
た
大

学
の
中
か
ら
予
選
会
で
の
記
録
が
上

位
で
あ
っ
た
選
手
で
構
成
さ
れ
た
関

東
学
生
連
合
チ
ー
ム
の
計
21
チ
ー
ム
。

　

東
京
工
業
大
学
と
し
て
の
出
場
は

叶
わ
な
か
っ
た
も
の
の
、
松
井
さ
ん

は
予
選
会
の
記
録
で
関
東
学
生
連
合

チ
ー
ム
に
選
抜
さ
れ
、
９
区
を
走
る

と
い
う
大
役
を
務
め
た
。
箱
根
駅
伝

へ
の
出
場
は
同
大
学
１
３
０
余
年
の
歴

史
の
中
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
学

内
外
で
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

　

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
か
っ
た
と

思
う
が
、教
職
員
、
学
生
、O
B
の
応

援
を
受
け
、
晴
天
の
箱
根
路
を
爽
や

か
に
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
松
井
さ
ん
。

学
長
か
ら
も
「（
同
大
学
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
あ
る
）
燕
の
マ
ー
ク
が
つ
い

た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
松
井
君
が
目

の
前
を
通
過
し
た
時
は
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
松
井
君
の
力
走
に
学
生
・

教
職
員
は
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

松
井
さ
ん
自
身
も
、「
昔
か
ら
目
標

と
し
て
い
た
舞
台
を
走
る
こ
と
が
で

き
満
足
し
て
い
ま
す
。
来
年
も
箱
根

駅
伝
出
場
を
目
標
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
」と
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
始
め
て
い
る
。

　

熊
本
大
学
医
学
部
医
学
科
４
年
（
当

時
）
の
永
芳
友
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年

の
第
４
回
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
で

最
優
秀
賞
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
。「
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ

レ
」は
、
文
部
科
学
省
主
催
で
創
造
性

豊
か
な
科
学
技
術
人
材
の
育
成
を
目

指
し
、
自
然
科
学
分
野
を
学
ぶ
大
学
・

高
等
専
門
学
校
の
学
生
が
研
究
成
果

を
競
い
合
う
場
。
今
回
は
書
類
審
査

を
通
過
し
た
１
７
２
組
が
研
究
成
果

を
発
表
し
、
各
分
野
の
成
績
優
秀
者

に
よ
る
口
頭
発
表
で
最
優
秀
賞
が
選

出
さ
れ
た
。

　

永
芳
さ
ん
は
「
精
神
遅
滞
の
分
子
メ

カ
ニ
ズ
ム
解
明
を
目
指
し
て
」と
題
し

て
、
遺
伝
子
の
欠
損
で
学
習
や
記
憶

に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
の
量
が
低
下

し
、
脳
の
機
能
に
障
害
が
出
る
こ
と

を
、
マ
ウ
ス
を
用
い
た
実
験
で
明
ら

か
に
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も

同
じ
テ
ー
マ
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
挫

折
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
挑
ん

だ
こ
と
が
、
今
回
の
受
賞
に
結
び
つ

い
た
。

　

今
後
は
精
神
遅
滞
の
発
症
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
脳
の
機

能
を
よ
り
明
確
に
し
、
現
代
医
学
で

は
対
処
で
き
な
い
精
神
遅
滞
の
治
療

法
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
。

　

熊
本
大
学
医
学
部
医
学
科
で
は
、

基
礎
医
学
研
究
を
行
う
学
部
学
生
を

支
援
す
る
独
自
の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
柴
三
郎
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し

て
い
る
。
永
芳
さ
ん
は
１
年
か
ら
研

究
に
励
み
、
今
回
の
受
賞
は
３
年
越

し
の
研
究
成
果
が
実
を
結
ん
だ
も
の

だ
。
永
芳
さ
ん
は
こ
の
研
究
生
活
を

通
し
、「
世
界
中
の
研
究
者
が
様
々
な

成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
実

感
し
、
自
分
も
一
研
究
者
と
し
て
の

責
任
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
を
相
手
に
競
い
合
え
る
こ
の
環

境
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
」と
話
す
。

　

島
根
大
学
の
学
生
約
10
名
か
ら
な

る
実
践
型
政
治
研
究
サ
ー
ク
ル
「
ポ
リ

レ
ン
ジ
ャ
ー
～
若
者
の
手
で
政
治
を

よ
く
し
隊
！
～
」。
２
０
０
９
年
の
衆

院
選
の
際
、
よ
り
よ
い
政
治
の
実
現

を
図
る
べ
く
、
若
者
の
政
治
へ
の
関

心
や
参
加
を
促
す
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
結
成
さ
れ
た
。
新
聞
社
な
ど
が

行
う
「
出
口
調
査
」に
倣
い
、
投
票
日

の
当
日
、
投
票
所
前
で
、
投
票
を
終

え
た
有
権
者
に
対
し
て
、「
政
策
別
ア

ン
ケ
ー
ト
」
調
査
を
行
い
、
評
判
を
呼

ん
だ
。

　

２
０
１
０
年
の
参
院
選
で
再
び
同

調
査
を
行
い
、
そ
れ
以
来
、
政
治
に

注
目
を
集
め
る
た
め
の
、
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
が
「
島
根
県
政
し
ょ
う
ゆ

ソ
ー
ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
０
１
５

年
４
月
の
島
根
県
知
事
選
・
県
議
選

で
、
投
票
の
判
断
材
料
と
な
る
情
報

“
源
”（source

）を
整
理
し
、
有
権
者

（you

）に
提
供（show

）し
た
。
独
自

に
調
査
し
た
有
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
選
挙
広

報
、
県
庁
の
行
政
評
価
情
報
、
民
間

の
調
査
結
果
な
ど
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
H
P
で
紹
介
し
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

で
紹
介
さ
れ
た
。

　

２
０
１
３
年
の
松
江
市
長
選
挙
の

際
に
行
っ
た
「
松
江
市
政
の
通
信
簿
」

事
業
で
は
、
２
０
０
９
年
の
市
長
選

で
市
長
が
掲
げ
た「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」の

達
成
状
況
や
成
果
に
対
す
る
評
価
を

行
っ
た
。市
長
を
招
い
て
の
公
開
討
論

会
も
開
催
し
、
学
生
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

評
価
を
行
う
と
い
う
珍
し
さ
も
あ
っ
て

か
、
第
８
回「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」最

優
秀
賞
（
市
民
部
門
）
を
受
賞
し
、
全

国
的
に
も
注
目
を
集
め
た
。

　

活
動
を
重
ね
る
ご
と
に
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
を
集

め
る
ポ
リ
レ
ン
ジ
ャ
ー
。
若
者
の
政

治
離
れ
を
ど
こ
ま
で
回
復
で
き
る
か
、

彼
ら
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。

学
業
と
の
両
立
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
世
界
へ
挑
戦
！

奈 良 教 育 大 学 ／
加 後 美 咲 さ ん

燕
マ
ー
ク
を
背
負
い
、
関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
で

第
91
回
箱
根
駅
伝
に
出
場

東 京 工 業 大 学 ／
松 井 将 器 さ ん

第４回
「サイエンス・インカレ」で
文部科学大臣表彰を受賞！
熊 本 大 学 ／
永 芳  友 さ ん

若者の手で政治を良くし隊！
独自の活動が注目される
実践型政治研究サークル
島 根 大 学 ／
ポ リ レ ン ジ ャ ー

「松江市政の通信簿」で第８回マニフェスト大賞
最優秀賞を受賞。

バ
イ
ク
種
目
中
の
加
後
さ
ん（
写
真
中
央
）。

箱根駅伝を力走する松井さん（右）。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
賞
状
を
手
に
す
る
永
芳
さ
ん
。
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今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。
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体
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専
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２
年

の
加
後
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さ
ん
が
ト
ラ
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ス
ロ
ン

を
始
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た
の
は
中
学
１
年
の
時
。
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ら
水
泳
を
習
い
、
小
学
校
で
は
陸
上
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に
所
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し
て
い
た
が
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ム
ケ
ン

ズ
京
都
と
い
う
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
チ
ー

ム
の
監
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に
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を
か
け
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
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中
学
２
年

の
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全
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２
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の
時
の
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世
界
選
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で
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落
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35
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が
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ュ
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ジ
ア

選
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で
は
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位
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う
成
績
を
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し

た
。
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ト
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イ
ア
ス
ロ
ン
で
オ
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ン
ピ
ッ

ク
出
場
」と
い
う
大
き
な
夢
を
持
つ
彼

女
に
は
、「
学
校
の
先
生
に
な
り
た
い
」

と
い
う
も
う
１
つ
の
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が
あ
り
、
そ
の

夢
を
実
現
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た
め
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一
時
休
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受
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勉
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励
み
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目
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の
奈
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練

習
を
再
開
し
た
加
後
さ
ん
。
片
道
２
時

間
弱
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通
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ま
で
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宅
後
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種
目
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練
習
と
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う
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ド
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え
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の

時
ジ
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ア
選
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で
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本
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生
選
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で
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、
そ
し
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出
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本
選
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で
は
13
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と
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う
結
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合

チ
ー
ム
に
選
抜
さ
れ
、
９
区
を
走
る

と
い
う
大
役
を
務
め
た
。
箱
根
駅
伝

へ
の
出
場
は
同
大
学
１
３
０
余
年
の
歴

史
の
中
で
も
初
め
て
の
こ
と
で
あ
り
、

マ
ス
コ
ミ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
学

内
外
で
、
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。

　

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
大
き
か
っ
た
と

思
う
が
、教
職
員
、
学
生
、O
B
の
応

援
を
受
け
、
晴
天
の
箱
根
路
を
爽
や

か
に
駆
け
抜
け
て
い
っ
た
松
井
さ
ん
。

学
長
か
ら
も
「（
同
大
学
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
あ
る
）
燕
の
マ
ー
ク
が
つ
い

た
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿
の
松
井
君
が
目

の
前
を
通
過
し
た
時
は
胸
が
熱
く
な

り
ま
し
た
。
松
井
君
の
力
走
に
学
生
・

教
職
員
は
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」と

の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

　

松
井
さ
ん
自
身
も
、「
昔
か
ら
目
標

と
し
て
い
た
舞
台
を
走
る
こ
と
が
で

き
満
足
し
て
い
ま
す
。
来
年
も
箱
根

駅
伝
出
場
を
目
標
に
し
て
い
こ
う
と

思
い
ま
す
」と
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
始
め
て
い
る
。

　

熊
本
大
学
医
学
部
医
学
科
４
年
（
当

時
）
の
永
芳
友
さ
ん
は
、
２
０
１
５
年

の
第
４
回
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ
レ
で

最
優
秀
賞
の
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を

受
賞
し
た
。「
サ
イ
エ
ン
ス
・
イ
ン
カ

レ
」は
、
文
部
科
学
省
主
催
で
創
造
性

豊
か
な
科
学
技
術
人
材
の
育
成
を
目

指
し
、
自
然
科
学
分
野
を
学
ぶ
大
学
・

高
等
専
門
学
校
の
学
生
が
研
究
成
果

を
競
い
合
う
場
。
今
回
は
書
類
審
査

を
通
過
し
た
１
７
２
組
が
研
究
成
果

を
発
表
し
、
各
分
野
の
成
績
優
秀
者

に
よ
る
口
頭
発
表
で
最
優
秀
賞
が
選

出
さ
れ
た
。

　

永
芳
さ
ん
は
「
精
神
遅
滞
の
分
子
メ

カ
ニ
ズ
ム
解
明
を
目
指
し
て
」と
題
し

て
、
遺
伝
子
の
欠
損
で
学
習
や
記
憶

に
必
要
な
タ
ン
パ
ク
質
の
量
が
低
下

し
、
脳
の
機
能
に
障
害
が
出
る
こ
と

を
、
マ
ウ
ス
を
用
い
た
実
験
で
明
ら

か
に
し
た
。
昨
年
に
続
き
、
今
年
も

同
じ
テ
ー
マ
で
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
挫

折
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
変
え
挑
ん

だ
こ
と
が
、
今
回
の
受
賞
に
結
び
つ

い
た
。

　

今
後
は
精
神
遅
滞
の
発
症
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
解
明
す
る
こ
と
で
、
脳
の
機

能
を
よ
り
明
確
に
し
、
現
代
医
学
で

は
対
処
で
き
な
い
精
神
遅
滞
の
治
療

法
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
。

　

熊
本
大
学
医
学
部
医
学
科
で
は
、

基
礎
医
学
研
究
を
行
う
学
部
学
生
を

支
援
す
る
独
自
の
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
柴
三
郎
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
し

て
い
る
。
永
芳
さ
ん
は
１
年
か
ら
研

究
に
励
み
、
今
回
の
受
賞
は
３
年
越

し
の
研
究
成
果
が
実
を
結
ん
だ
も
の

だ
。
永
芳
さ
ん
は
こ
の
研
究
生
活
を

通
し
、「
世
界
中
の
研
究
者
が
様
々
な

成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
を
肌
で
実

感
し
、
自
分
も
一
研
究
者
と
し
て
の

責
任
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

世
界
を
相
手
に
競
い
合
え
る
こ
の
環

境
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま

す
」と
話
す
。

　

島
根
大
学
の
学
生
約
10
名
か
ら
な

る
実
践
型
政
治
研
究
サ
ー
ク
ル
「
ポ
リ

レ
ン
ジ
ャ
ー
～
若
者
の
手
で
政
治
を

よ
く
し
隊
！
～
」。
２
０
０
９
年
の
衆

院
選
の
際
、
よ
り
よ
い
政
治
の
実
現

を
図
る
べ
く
、
若
者
の
政
治
へ
の
関

心
や
参
加
を
促
す
こ
と
を
ミ
ッ
シ
ョ

ン
に
結
成
さ
れ
た
。
新
聞
社
な
ど
が

行
う
「
出
口
調
査
」に
倣
い
、
投
票
日

の
当
日
、
投
票
所
前
で
、
投
票
を
終

え
た
有
権
者
に
対
し
て
、「
政
策
別
ア

ン
ケ
ー
ト
」
調
査
を
行
い
、
評
判
を
呼

ん
だ
。

　

２
０
１
０
年
の
参
院
選
で
再
び
同

調
査
を
行
い
、
そ
れ
以
来
、
政
治
に

注
目
を
集
め
る
た
め
の
、
様
々
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開
し
て
い
る
。

　

そ
の
１
つ
が
「
島
根
県
政
し
ょ
う
ゆ

ソ
ー
ス
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
２
０
１
５

年
４
月
の
島
根
県
知
事
選
・
県
議
選

で
、
投
票
の
判
断
材
料
と
な
る
情
報

“
源
”（source

）を
整
理
し
、
有
権
者

（you

）に
提
供（show

）し
た
。
独
自

に
調
査
し
た
有
権
者
ア
ン
ケ
ー
ト
や

学
生
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
選
挙
広

報
、
県
庁
の
行
政
評
価
情
報
、
民
間

の
調
査
結
果
な
ど
を
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
H
P
で
紹
介
し
、
テ
レ
ビ
、
新
聞

で
紹
介
さ
れ
た
。

　

２
０
１
３
年
の
松
江
市
長
選
挙
の

際
に
行
っ
た
「
松
江
市
政
の
通
信
簿
」

事
業
で
は
、
２
０
０
９
年
の
市
長
選

で
市
長
が
掲
げ
た「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
」の

達
成
状
況
や
成
果
に
対
す
る
評
価
を

行
っ
た
。市
長
を
招
い
て
の
公
開
討
論

会
も
開
催
し
、
学
生
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

評
価
を
行
う
と
い
う
珍
し
さ
も
あ
っ
て

か
、
第
８
回「
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大
賞
」最

優
秀
賞
（
市
民
部
門
）
を
受
賞
し
、
全

国
的
に
も
注
目
を
集
め
た
。

　

活
動
を
重
ね
る
ご
と
に
マ
ス
コ
ミ

な
ど
で
取
り
上
げ
ら
れ
、
注
目
を
集

め
る
ポ
リ
レ
ン
ジ
ャ
ー
。
若
者
の
政

治
離
れ
を
ど
こ
ま
で
回
復
で
き
る
か
、

彼
ら
の
活
動
が
注
目
さ
れ
る
。

学
業
と
の
両
立
を
目
指
す
ア
ス
リ
ー
ト
。

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
で
世
界
へ
挑
戦
！

奈 良 教 育 大 学 ／
加 後 美 咲 さ ん

燕
マ
ー
ク
を
背
負
い
、
関
東
学
生
連
合
チ
ー
ム
で

第
91
回
箱
根
駅
伝
に
出
場

東 京 工 業 大 学 ／
松 井 将 器 さ ん

第４回
「サイエンス・インカレ」で
文部科学大臣表彰を受賞！
熊 本 大 学 ／
永 芳  友 さ ん

若者の手で政治を良くし隊！
独自の活動が注目される
実践型政治研究サークル
島 根 大 学 ／
ポ リ レ ン ジ ャ ー

「松江市政の通信簿」で第８回マニフェスト大賞
最優秀賞を受賞。

バ
イ
ク
種
目
中
の
加
後
さ
ん（
写
真
中
央
）。

箱根駅伝を力走する松井さん（右）。

文
部
科
学
大
臣
表
彰
の
賞
状
を
手
に
す
る
永
芳
さ
ん
。

1314

今、学生は！
ここでは学業や課外活動に
真剣に取り組む学生、
グループの活動を紹介します。

Forefront of Student Initiatives
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